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この日からさかのぼること二十六年前’一八四九一弘化三）年十月七日の午前五時ごろ、アメリカ文学の欝才エ
ドガー・アラン・ボーは市の「ワシントン・カレッジ病院」で息をひきとり、二日後の十月九日の午後、ごく限られ
た友人と血縁者に見守られながら、長老教会の雑草の生い茂った墓地に埋葬された。が、埋葬場所には久しく目じる
しとなる石板もいわんや墓石も置かれず、土の小さな盛りあがりだけが、埋葬地を示す唯一のものであった。やがて
時が経過するにつれ、その目印は消え、墓の上には雑草だけがはびこり、ボーは無縁仏ざながらに打ち捨てられた。
ヘツドストーン
そのうちにいとこの、不－ルソン・ボーが、この薄幸詩人の墓標（石）をヒュー・シッソンという同じ市に住む
石屋に注文した。それにはラテン語で「エドガー・アラン・ボーの遺骸は、ついにこの地に葬られ、幸福である。一
むれがみられた。
の主役であった。
一八七五（明治八）年九月一一十九日の昼さがりのことである。メリーランド州ボルチモア市であることが行なわれ
上
ら
ようとしていた。アメリカの東部大西洋山序の市は、｝」の時期すでに秋風が立ち、樹々の葉もそろそろ色づくころであ
る。ボルチモアのフェイエット街とグリーン街の交差点に長老教会があり、墓地の南西の一区に新聞記者を含む人の
むれがみられた。とりわけ寺男のジョージ。Ｗ・スペンス、ひつぎを開ける役のＷ・Ｌ・ツーデルら二人は、この日
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１ 
この予期せぬ出来事に墓碑の建立はさたやみとなり、その後も墓石は立てられることはなかった。けれど長老教会
の計らいによるものか、蛍。ｇ圏と刻んだ砂石の目印程度のものが、生前のボーを知る寺男のジョージ．Ｗ・スベン
（１） 
スの手で埋葬地の上に置かれた。そしてさらに時が経過した…：．。没後、ボーの名声は徐々に上ってゆく。そのうち
に郷土が生んだ奇才を顕彰しようとの声が上がり、ボルチモアのセイラ・シゴニ・ライス嬢やその他の住民が記念碑
き
ょ
き
人
建
立
の
た
め
に
醗
金
運
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
八
七
五
年
十
一
月
十
七
日
つ
い
に
そ
の
除
幕
式
を
行
な
う
運
び
と
な
っ
た
。
し
かし、それに先立って改葬の要が生じた。まず正確なボーの埋葬地をつきとめ、遺体を埋りおこさねばならない。
寺男のジョージ．Ｗ・スベンスは、その仕事を枢開けのベテランであるＷ・Ｌ・ツーデルにゆだねた。かれは生涯
に二千もの棺を掘りおこしたといわれる人で、改葬に携った経験を豊富に有している。一八七五年九月二十九日の午
後、日が西に傾くころ、ツーデルのシャベルはついにボーが眠る土の上に入れられた。そしてその先が一メーター五
十センチの深さに達した時、何か固いものにぶち当った。ボーの棺のふたに当ったのである。やがて棺が姿をみせる。
人手を借りてそれをゆっくりと地表に引きあげる。棺はほとんどくさっており、地面の上に置いたとたん、くずれて
しまった。開いた口から、｜同かたずをのみながら、そっと中をのぞく。ボーの骸骨が見える／・ボルチモアの「ズ
ィ・イヴニング・ニューズ」紙の探訪記者はその光景を、ひとみをこらしながら見つめている。翌日、かれが同紙に
発
表
し
た
記
事
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
八四七年十月七日死去。享年四十歳」といった碑文が刻まれていた。しかし、いざ墓標を埋葬地の上にすえる段にな
って、「ノーザン・セントラル」の貨物車がシッソンの石材置場に飛びこむといった事故が生じ、ボーの石碑もその
と
き
こ
な
ど
な
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
２ 
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一
八
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五
年
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の
日
ボ
ル
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モ
ア
市
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、
各
界
の
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、
生
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を
知
る
人
々
、
合
唱
隊
な
ど
の
参列を得て、記念碑（ジョージ．Ａ・フレデリックがデザインしたもの）の除幕式が長老教会で挙行された。それは
純白の大理石製である。高さは八フィート。中央にボーの肖像が円形の浮き彫り（緑色）となっている。
筆者は目下、ボルチモアでわずか四十年の短い生涯を終えたアメリカの国民的作家ボーが、遥か太平洋を越えて、
東洋の小国日本に伝わったこと、その人と作品がわが国においてたどった運命を実証的に描こうとしている。ボーほ
ど長い期間広くわが国で読まれてきた外国作家はいない。ボーが日本に紹介きれて以来約百二十年にもなるが、一般
読者ばかりか文学者、研究者にも親しまれ今日に及んでいる。ボーの生国アメリカでは、その詩や短篇が教科書で使
われているばかりか、各種の版本が店頭を飾っているため、その名を知らぬ者はほとんどいないといっても過言では
ない。一方、わが国でもほぼ同じようなことがいえそうで、ボーの人と芸術作品について深い知識を持ちあわせてい
な
く
て
も
、
名
前
ぐ
ら
い
知
っ
て
い
る
日
本
人
は
多
い
。
そ
れ
ほ
ど
ボ
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、
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ア
メ
リ
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作
家
な
の
で
あ
そば）に輻
のである。
スベンスはそれより、くちた棺を木の箱におさめ、記念碑が立てられることになっている場所（現在の墓地入口の
は）に掘っておいた穴に静かに下ろした。かくして夕やみが迫るころ、ボーの避骸は再び大地に戻ることができた
、
、
いうまでもなく肉体と屍衣はとっくにちりとなり、骸骨だけが残り、頭蓋骨には髪の房がわずかについていた。これだけが
生前の肉体をしのばせるものである。骸骨は完全な状態を保っており、両腕は胸の上で組まれている。あばら骨はすでにバラ
バラになっているが、左右にちゃんと残っている。上顎の歯は、棺を引きあげるときに抜け落ちたものにちがいない。頭蓋骨
のまわりに散らばっているからである。しかし、下顎の歯はしっかりとしており、｜本も欠けてはいなかった。歯の色は真珠
（①△） 
のように白く、歯の保存状態＆）きわめて良好であった。
３ 
ボーが読書界や文壇や学界で愛好されるのはなぜであろうか。何よりも外国文学に携さわる者の間で学究的研究が
今もつづけられている大きな理由は何であろうか。社会的、文化的、人種的にもまったく異質な日本において、何よ
りも一世紀以上にわたってボーの作品が読みつがれてきたのはなぜであろうか。一外国作家の日本伝来ととくに日本
の近代文学に及ぼせるその影響について究める学問分野のことを、今日世界の学界は「比較文学」（比較文学史）と
の
つ
と
呼
ん
で
お
り
、
一
」
の
新
し
い
学
問
の
淵
源
は
フ
ラ
ン
ス
に
在
る
。
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フ
ランス派比較文学の述語を使えば、ボーという辮蛾都がわが日本でどのように迎えられ、どのような運命をたどった
のか。いうなればボーの名声の日本侵透と媒介者（紹介者、翻訳者、評家）と読書的影響を受けた受容者（文学者）
の
研
究
が
中
心
に
な
る
。
こ
の
研
究
の
主
な
る
素
材
は
、
明
治
期
か
ら
今
日
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
受
容
国
日
本
の
大
小
の
新
聞
・
雑
誌
で
ある。この約百二十年間に活字となったボーに関する記事を極力探査し、それらに目を通し、小さな一見無価値にみ
えるものもなるべく原文を引くようにして記述を進めている。そうすることがわが国におけるボーの名声の侵透の実
証性を倍加するとは思わぬが、単にカタログ的に文献名を挙げても理解に資することができぬと考えたからである。
新
聞
・
雑
誌
の
博
捜
の
次
に
行
な
う
べ
き
は
、
こ
れ
ま
で
に
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行
さ
れ
た
ボ
ー
の
訳
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、
その概略を知り、それぞれの材料がもつ特徴と意義を捉え、次いでボーの作品を味読したと思われる作家の全集に目
を通し、ボーについての言及を探し出す仕事である。こうした忍耐のいる仕事を行なうには、図書館に足しげく通い、
蔵書カードをひき、疑問があれば司書にたずね、求める文献が無いときは、他の諸機関へ紹介状を書いてもらい、ま
めにどこへでも出かけることが緊要である。何よりも研究の能率を上げるために図書館の書庫に入らねばならぬ。書
庫は孤独をひしひしと感じる仕事場である。誰も仕事を手伝うもののいない場所である。たよれるものは自分だけと
フ（》◎
４ 
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いった所で、自己との格闘場である。筆者はうす暗い書庫の中でいくどせきばくの感を覚えたか知れない。幸い早稲
田大学中央図書館は、他大学の追随を許さぬじつに豊富な文献資料をもっているから、研究上大いに利益を得ること
ができた。同図書館は利用の仕方しだいでは宝の山である。十分誇るに足る大学図書館の一つである。筆者はこの図
書館からこれまでにどれだけ稗益をうけたか計り知れない。この大学で学ぶ縁をもったことに満腔の感謝を献げたく
筆者が、この研究を進める上で方法論的にいちばん学ぶ点が大きく、かつ刺激と感銘をうけたのは、後述のフェル
（３） 
ナン・バルダンスペルジェ（比較文学者、一八七一１一九五八）の大著「フランスにおけるゲーテ」（’九○四年、
「同書誌」一九○七年）の完成にまつわるエピソードである。この大きなテーマと取り組むにあたって、バルダンス
ベルジエ（当時、三十歳）の行ったことは、あまり人のやらぬ方法であった。かれはフランスにおけるゲーテの運命
を跡づけるに際して、まずリヨン大学の図書館の書庫にこもり、数年間、一七七○年前後から一九○○年頃までの約
百二十年間分の大小の雑誌や新聞の類にひろく目を通し、次いでゲーテに関する第一級の文学者の全集はいうに及ば
ず、マイナー作家たちのそれも余すところなく調べ抜いた。バルダンスベルジェは学者としての天分に恵まれていた
ことも事実だが、少年の頃より大変な努力家でもあった。幸運にも十分な材料に恵まれたかれの研究の遂行を助けた
のは、みずから読書によって培った豊かな学殖と個々の歴史上の出来事のうらに潜む現象を見抜くけい眼と俊敏な頭
せ
ん
し
ん
ば
ん
く
脳であった。周到な準備と学識と努力の結晶が先の大著だが、千辛万苦を重ねて書き上げたものだけに、この著塗】を
じっさい手にとるとおのずと深い感動が伝わってくる。
ところで日本にいて外国文学を研究するにあたり、原作や作者について書かれた研究書や伝記を繕くとき、そこか
ら受ける印象は稀薄であり、実感と迫力に乏しいことがよくある。一言でいえば、心に浮ぶ心象はあいまい模糊とし、５
田瞥（ノ○
濃い霧がかかった世界が目の前に広がっている。本国人であれば、その魂にまで迫るものでも、われわれは深く感じ
ることはない。作品を生み出した風土や文化的背景についての知識や教養が読者の側に欠如しているのだから、当然
といえばそれまでである。何よりも書かれている言語そのものに十分に通じていないのだから、読んでもよく理解で
きぬのはあたりまえである。さらに文学作品の研究となると、批評力・鑑賞力が不可欠であり、これらが研究者の側
にないと、研究の名に値いするものは到底生み出せぬ。一方、伝記のような考証学となると、地理的な不便もあって、
われわれ日本人には手も足も出なく、いきおい本国の研究者の独壇場となってしまう。その結果、われわれは海の向
うの研究者が書いた個人の生涯の記録にすがり、それをありがたがって読んだり、自分の興味を惹くテーマについて
書かれた論文や研究書を見い出すと、そこから着想や構想や中味を得、ひそかに自家薬髄中のものとし、時にあたか
も自分の独創であるかのように発表する。自然科学を除き、人文科学の分野のものにこの種の非独創的なものが罷り
通っているのは昨今はじまったわけではない。明治期以来、われわれ日本人は欧米の文物を摂取することに汲汲とし
今日に至ったが、未だに欧米の研究者が書いたものを後生大事にし、新刊本が出ると、すぐそれを追い求め、かれら
の
糟
糠
を
食
す
る
こ
と
を
止
め
て
は
お
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
われわれ日本人は、本国の研究者と同じ土俵で研究を競うことができるであろうか。洋学は究極の学事となり得る
だろうか。やり方によってはそれも可能だと思われるが、道はまだまだ険しく遼遠である。筆者はこれまでにボーの
伝記（『文壇の異端者ｌエドガー・アラン・ボーの生涯」ゆまにて出版、絶版）を一つとフランスにおけるボーの移
入史（「異常な物語の系譜ｌフランスにおけるボー」三修社）を著したが、それらはどれも二次、三次資料に基づい
て書いたもので、本邦において他にまとまった類書が無かった点を除くと、そこには独創のかけらも見出せぬしろも
のであった。今、顧みるとあと味の悪さと恥らいを禁じ得ない。執筆に際して、本国の研究者の論著に多く依拠して
６ 
ボーの日本伝来考点描 おり、祖述の一語に尽きるのである。しかし、一一十年来、少しずつ蒐集した本邦におけるボー文献（明治期～現在ま
で）がだいぶたまったので、ボー関係の最後の仕事として「日本におけるボー」（翻訳・批評史、文学的影響）をま
とめたいと願っている。外国人がこの種の研究を手がけることは容易ではないであろうから、これこそある意味では
日本人にしかできぬ恰好の研究テーマかと思われる。
国籍を異にする外国作家の運命と影響をたどろうとする研究は、かなりの時間と資料と財力と労苦をともなうため、
人は熱愛家でないかぎりなかなか手をつけないのがふつうである。が、研究というものは本来労多くして効少なしと
いうか、多くの無駄と犠牲と困苦は付き物なのである。日本の外国文学研究家の多くは、祖述作業を好み、しかも小
さなテーマで隅をほじくるようなことを好むようだが、そのような類いの研究をやめぬ限り、いつまでたっても外国
の研究者に顔向けができないはずである。われわれはできることなら本国の研究者にも日本人の研究の意義を多少と
も認めさせるようなことをやらねばならぬと思う。そのような意味からも、比較文学（史）は恰好の研究分野であろ
うし、年々大小の論著が世に問われて来ているのは嬉しいかぎりである。
一外国作家の受容史を究めようとする研究は、諸外国においてよく行なわれるもので、枚挙にいとまがないほどで
ある。この種の研究では、たとえば既に述べたようにフランスは不朽の名著（フェルナン・バルダンスベルジェの「フ
ランスにおけるゲーテ」一九○四年、「同書誌」一九○七年）を、ざらにはジャン・マリ・カレ（仏人）の「イギリ
スにおけるゲーテ」一九一一○年）などを生みだした。またことボーの受容史に関する大きな業績としては、ジョン．
Ｅ・エングルカ１ク（米人）の博士論文「ラテンアメリカ文学におけるエドガー・アラン・ボー』（一九一一一四年）や
ジ罰アンデレイニイグロスマン（米人一の「ロシアにおけるエドガｌアラン糸‐ｌ伝説と文学的影響の研
究』（一九七三年）、カール。Ｌ・アンダーソン（米人）の「北極光におけるボー、その生涯と作品に対するスヵンジ
７ 
ナ
ビ
ァ
人
の
反
応
」
二
九
七
三
年
）
そ
の
他
が
あ
る
。
わが国ではどうかといえば、日本におけるボーの運命・影響史の研究に初めて先鞭をつけたのは、比較文学者の島
釘
田謹一一博士（’九○一～’九九一一一）と明治文化研究家としても著名な木村毅博士（一八九四’一九七九、評論家・文
学史家）である。前者は「日本におけるエドガー・アラン・ボオ」（立教大学「英米文学」昭和犯・翌と題する小
論をまず発表し、のち「近代比較文字１１日本における西洋文学定着の具体的研究」（光文社、昭和瓠・６）に再録し、
さらに加筆修正したものを「日本における外国文学ｌ比較文学研究（下巻）」（鯛日新聞社、脇和副・２）に再び職
せた。この小論はタイトルが示すように、わが国におけるボーの受け取り方を素描したものであり、ポ１受容の鳥鰍
図を得るにはよき手引となる。けれど島田博士の論著は、概して博引考証に欠いておる場合が多く、この小論にして
も必ずしも学術論文と呼ぶにはいささかためらいを覚える。後者の木村博士は、「英語青年」（昭和犯・７１ｍ、同調
・２１３）に「勺・のと明治文学」と題する記事を連戦し、つづいて「ボーの日本伝来考」（『英語英文学」一、二月合
併号、研究社、昭和型を発表し、ざらにこれらの記事に加筆したものを「ボーと明治大正文頃」（「日米文学交流史
の研究」所収、講談社、昭和調・５）に再録したｃ木村博士の叙述は、やや粗雑であり、けっして精細なものではな
いが、内容的にはひじょうに面白いものである。しかも豊富な情報量を含んでおり、先駆的な第一級の研究といって
も過言ではない。これにつづく研究は鈴木幸夫（一九一二～’九八六、小説家・英文学者、早大文学部教授）の「ボ
オと日本」（「日米フォーラム」第週巻第、号所収、昭和⑫。、）である。これは講演筆記であり、木村博士の研究を
参
酌
し
、
そ
れ
に
管
見
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。ざど
や
し
灯
の
ぶ
これら四人のあとに叢出したのが、佐渡谷重信（一九一一一一一１、英文学者・比較文学者、西南学院大学教授）である。
氏は「日本におけるエドガー・アラン・ボー」ｓ西南学院大学英語英文学論集』９１２、昭和“．、）と題する長編
８ 
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論文を発表した。その内容は、⑪明治期の英語教科書とボー②ボーの発見者・丹乙馬③明治期における翻訳の状
況四大正期における翻訳の状況⑤評価と影響ｌ一般的侵透度と文壇での評価「帝国文学」「早稲田大学」「太陽」
の評価、日本における感化と影響（岩野泡鳴、谷崎潤一郎、佐藤春夫、萩原朔太郎、江戸川乱歩他）である。佐渡谷
は
こ
の
論
文
を
修
正
加
縦
し
、
の
ち
に
「
エ
ド
ガ
１
Ａ
永
‐
」
と
題
し
て
、
大
著
「
日
本
近
代
文
学
の
成
立
ｌ
ア
メ
リ
カ
文
学
受
容の比較文学的研究（下逗（明治書院、昭和犯・８）に収録し、さらにそれに手を加えたものを「日本近代文学にお
けるボーの影響」（「ボーの冥界幻想」所収、図書刊行会、昭和岡・辺として発表した。佐渡谷論文は明治・大正期
のボーの受容が中心であり、ここにおいて戦後の昭和三十年代にはじまったわが国のボー受容史の研究は、一つの高
まりを見せたといえる。佐渡谷がこれまでに発表した論著は、いずれも堅実な手法で書かれたものばかりであり、し
かも実証性に富み、信頼に足る立派な研究である。今のべた木村・鈴木・佐渡谷三氏の研究はいずれも早稲田派の業
績である。ここにつづく研究は、福田光治二九一一七ｌ、英文学者・比較文学者・立教大学教授）の「ボー」（教育
出版センター「欧米作家と日本近代文学」の第五巻く英米篇Ⅱ〉所収、昭和曰・９）である。これは日本におけるボ
ー受容史の包括的研究ではないが、ひじょうに示唆に富む立言がなされている。饗庭篁村、内田魯庵、岩野泡鳴、萩
原
朔
太
郎
な
ど
の
ボ
ー
受
容
と
変
容
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る。
これらの先達につづいたのが拙論「日本におけるエドガー・アラン・ボーの運命１１明治期」（法政大学教養部「紀
要」Ｈ～㈹まで連載、昭和皿・８１的・１）である。これは今のべた五名の諸先学の研究を踏まえた上で、新たな知
見
を
加
え
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
次に純然たる学術的論文とはやや性格を異にする「ボー書誌」について述べてみたい。日本におけるボー書誌の研
つ
と
七
究に先鞭をつけたのは、市井の書誌学者として有名な口叩川力（一九○四Ｉ）の「日本におけるボオ」（「日本比較文
９ 
学会会報」昭和瓠．１１詣・４）である。青年時代にボーの詩を愛唱し、ボーの短篇にも親しんだ氏は、多年日本に
おけるボー文献の蒐集をつづけ、のちにその豊富なコレクションを「日本近代文学館」に寄贈した。品川のボー瞥誌
は、自分であつめたわが国のボー文献を基礎として発表したもので貴重なものである。これにつづく書誌的研究は、
太田三郎博士二九○九～一九七六、比較文学者・千葉大学教授）の「ボオ紹介のあと」（東京創元新社「ボオ全集」
付録「月報」⑪ｌ③に連載、昭和犯・６１ｍ）である。これは品川力や木村博士の労作を参考にし、ボー移入史を「文
献によってつたえながらおもしろく」書いたものである。小記事ながら貴重な参考資料である。このあと十年ほど空
白がつづくが、ボーの研究家内田市五郎（一九三六～、英文学者・共立女子短期大学教授）が、日本人のボー研究史
を究めた「日本におけるＥ・Ａ・ポウ研究文献目録昭和岨Ｉ仰昭和幻Ｉ詔」含東京都私立短期大学協会委託研
究紀要」（昭和⑭Ｉ妃）を発表し、さらに「日本で発行されたＥ・Ａ・ポウの注釈つきテキスト一覧」（大修館「英語
教育」昭和例年九月増刊号所収）を作成した。
このあとにつづくのは中村融（一九三一～、英文学者・茨城大学教授）の「日本でのボー⑪～⑮」（茨城大学
教養部の「紀要」に連戦、昭和記～平成６）である。ボーの書誌的研究では、わが国で最もすぐれたものであり、精
細をきわめている。同論文の作成に費やした長い歳月と労苦を多とせねばならぬ。その他、書誌的なものでは、「ポ
り
ょ
う
り
ょ
う
ォ翻訳一覧表」（「宝石」第四巻第一○号《ボオ百年祭記念》昭和型．、）、品川力の「蓼々ならざるボオ文献」
（「日本古書通信」一六七号、昭和調・３・巧、のち「古書巡礼」育英社、昭和訂．、に再録）、国立国会図書館編「明
治・大正・昭和翻訳文学目録」（風間瞥房、昭和拠・９）、「明治・大正・昭和邦訳アメリカ文学書目」（原瞥房、
昭和蛆．？）、「明治翻訳文学年表」（「明治翻訳文学集」所収、筑摩書房、昭和幻．、）、「ボー、Ｅ・Ａ」（国立国会
図瞥鱸参考瞥誌部編霧記事索引ｌ人文拙会鴇一九七○‐七四所収、紀伊国屋鬘昭和顕⑩）、弓：
10 
ボーの日本伝来考点描 図恩『ど一目」（「二○世紀文献要覧大系３外国文学翻訳文献要覧Ｉ〈英米文学〉編一九六五～七四所収、
日外アソシエーッ、昭和兜・３）などがあるほか、古瞥店のカタログ「特集日本におけるＥ・Ａ・ボー」（下井
草書房刊〒井草通信型号Ｉｌ英米文学」平成４）などもあり、いずれも資料的価値のたかい、必見の文献である。
ボーが生まれた一八○九年はわが文化六年にあたる。前年の五年八月には英艦フェートン号が長崎湾に侵入すると
や
す
０
で
ち
ん
隠
ゆ
う
いう事件があり、時の長崎奉行松平康英は引責自殺した。外国船の悶入があってか、翌文化六年十月長崎の蘭通詞
らはロシア語と英語の学習を命じられた。ボーの生国アメリカでは、この年特記すべき出来事はないが、ヨーロッパ
では四月に第五回対仏同盟が成立している。ボーが没したのは一八四九年、わが嘉永二年にあたり、同年三月米艦プ
レプル号が長崎に来航し、漂流民を受取り帰航するが、翌四月に英艦マリーナ号が測最のため浦賀・下田に入港した。
そのため幕府は、外国船打払いの可否を諸大名に諮問した。フランスはこの年、上海に租界を設けた。
ボーが生きた時代は、わが文化・文政・天保・弘化・嘉永にわたる約四十年間である。かれが初めて世に問うた作
（４） 
ロ叩は、詩集「タマレーンその他の詩」（カルヴィン．Ｆ・Ｓ・トマス、ボストン、一八一一七年刊、時にボー十八歳）
であるが、同作品およびその後諸雑誌に発表した詩篇や物語などが開国以前の日本に紹介されたといった痕跡はない。
ボーの普及に貢献したルーファス．Ｗ・グリズウオールド編「ボー著作集」西巻）の発刊をみるのは、ボーが亡く
なった翌年の一八五○（嘉永三）年である。かりに来航した米艦の乗組員がボーの作品が載っている雑誌等を船中に
持み込んでいたとしても、鎖国下の日本にボーが移入されたとは考えにくい。一八五三（嘉永六）年のペリー艦隊の
来航、一八五八（安政二年の開国後、わが国を訪れず欧米人の数も飛躍的に増加した。が、外国船の乗組員の手を
経て欧米の有名無名の文学作品がのった雑誌や版本が日本人の手にわたり、わが国の土地に流れ入りはしなかったか。
その中にはボーの作品も紛れこんではいなかったであろうか。この点に関しても依るべき史料がないので何ともいえ
1１ 
徳川時代は、家康が江戸に幕府を開いた慶長八（一六○三）年から慶応三（一八六七）年、徳川慶喜が大政を奉還
するまでの約二百六十年間を指すのであるが、やがて王政復古の大号令とともに新政府が樹立する。明治時代の到来、
新
生
日
本
の
誕
生
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
し
い
時
代
の
夜
明
け
を
迎
え
て
も
国
内
世
情
は
不
穏
で
あ
り
、
江
戸
無
血
開
城
後
も
上
野
の
戦
い、会津戦争、五稜郭の戦い等がつづき、一種の内乱状態を呈した。やがて酢職戦争二八六八’六九）の結果、
ご
叩
よ
う
か
く
佐幕勢力は打倒され、天皇を中心とする中央集権的な国家体制が敷かれる。新政府は明治一一〈一八一ハ九）年七月、廃
藩
置
県
を
断
行
し
た
の
ち
、
開
明
的
な
政
策
を
実
施
し
、
富
国
強
兵
、
文
明
開
化
を
推
進
し
た
。
こ
れ
と
相
俟
っ
て
欧
米
の
文
物
の
輸
入
が盛んとなり、急激な西洋化現象が生じた。まず衣食住が欧化きれ、馬車・人力車・ランプ・ガス灯などの流行をみ
た
。
し
か
し
、
新
政
府
が
近
代
化
や
中
央
集
権
化
を
急
速
に
押
し
進
め
て
い
る
間
に
も
、
国
内
的
に
は
諸
問
題
が
山
積
し
、
明
治
九
二
八七六）年廃刀令が出るや、士族の反乱（神風連、秋月、萩）があいついで起り、やがてそれは翌十年の西南戦争二
八七七・二～九）へと発展し、その後はさらに自由民権運動がいちだんと高まりをみせるようになる。
一方、出版文化史の側面から観ると、明治初年には旧幕時代の木版にかわって活版印刷が行なわれるようになり、
書籍や新聞・雑誌の刊行や洋書などの輸入などがさかんになる。さらに開化期の文学についていえば、明治初年には
未だ江戸時代の文学の流れがそのまま受けつがれ、内容や形式ともに戯作（俗）文学の伝統がつづい迄漣、やがて社
げ
さ
く
〈玄変革と社会意識にめざめた知識人によって外国文学の翻訳が盛んとなる。外国文学の輸入移植は明治になって初め
て
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
淵
源
を
た
ど
る
と
、
豊
臣
時
代
の
文
禄
年
間
に
は
じ
ま
り
、
幕
末
に
至
っ
て
そ
れ
が
開
花
し
た
と
い
き
く
る
える。嘉永初年ごろ、黒田麹臘（一八一一七１九一一、幕末・明治初期の語学者）がイギリスのダニエル・デフォー（一
ない。今のし
え
な
か
ろ
う
。
今
の
と
こ
ろ
、
幕
末
期
ボ
ー
の
名
は
ま
だ
知
ら
れ
ず
、
い
わ
ん
や
作
品
に
至
っ
て
は
日
本
に
入
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
さ
し
つ
か
1２ 
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六六○－一七三一）の名作「ロビンソン漂流記』（一七一九年）の第一部の梗概をオランダ語から訳し、「漂流記事」
ろ
び
ん
そ
ん
（全一ハ冊）と題して上梓し、ついで安政四（一八五七）年横山由清訳「魯敏遜漂行紀略」（一冊、瓊華書屋刊）が同じ
た
か
ひ
ら
くオランダ語から重訳されている。文久元年（一六一ハー）には、神田孝平（’八一一一○１九八、明治期の啓蒙的官僚学
イ
エ
ー
ペ
ー
ロ
デ
レ
イ
キ
者）が、Ｊ・Ｂ・クリステメイエル箸『体刑の物語の重要な場面」（一八一一一○年）の中から一一篇抜いて「楊牙兒奇獄」
な
ら
び
膣
と「青騎兵並右家族共蠕瞬一件」を訳出した。
このような文学書の翻訳紹介につづいたのが、新聞の刊行である。幕末ころから、世相や世論に対する関心から新
聞（官版「バタビア新聞』洋書調所編〔文久二年Ⅱ一八六二年〕、「海外新聞」洋書調所編〔文久二年Ⅱ一八六二年〕、
「日本毎日新聞紙」會課社編〔文久三年Ⅱ一八六一一一年〕、「横浜新聞」會讓社編〔文久三、四年Ⅱ一八六一一一、四年〕、ジ
ョセフ・ピコ編輯発行〔慶応元年Ⅱ一八六五〕、「鰄擁もしほ草」岸田吟香編、ウエン・リート刊〔慶応四年Ⅱ一八六
八年〕）等の刊行をみるのである。維新後の野頭を飾った翻訳は、明治一一（一八六九）年、幕臣河津孫四郎がフラン
い
ち
ス垂叩から訳したといわれる「西洋易知録」（西洋史の大綱）である。次いで明治四年、寧静学人こと石川弊は、ビィ
ろ
び
ん
そ
ん
ター・パーレーの物語風「万国史」を「西洋夜話」（養愚堂）と題して発表し、翌五年には斎藤了庵署名の「魯敏遜
全伝」（二冊、鐵線書屋）が刊行きれた。これは「ロビンソン・クルーソー」の邦訳としては第三番目にあたる。同
六年「イソップ物語」の抄訳「通俗伊蘇普物語」（渡部温訳、山城屋、七年鞆群流別奇談」（小林謙吉訳、賓文堂）、
八年鰄鍛暴夜物語」（「アラビァン・ナイト」の抄訳、、水峰秀樹訳、山城屋）などが刊行された。
明
治
九
（
’
八
七
六
）
年
は
、
ボ
ー
の
移
入
史
か
ら
い
え
ば
重
要
な
年
で
あ
る
。
同
年
、
東
京
開
成
学
校
の
英
語
の
教
材
と
し
て
「た毛悔川鈩に陣氏著英文学神珍」が用いられているからである。御雇教師のジエームズ・サマーズ（英人）と
し
ゅ
う
ら
ん
外山正一が、主としてイギリス文学を中、心に同テキスト（「イギリス作家編」）を用いたが、アンダーウッドの教科書
1３ 
ち
つ
ろ
く
明治九年の政治および社会的動向にふれると、同年一一月日朝修好条規（「江華条約」）が結ばれ、士族の秩禄処分が
完成している。十月には神風迎の乱・秋月の乱・萩の乱と士族の反乱が相ついだ上、三重・愛知・岐阜・奈良などで
地
租
軽
減
要
求
の
農
民
一
摸
が
起
っ
て
い
る
。
明
治
十
二
八
七
七
）
年
は
西
南
戦
争
が
起
っ
た
年
で
あ
る
。
「
こ
の
戦
争
は
、
当
時
の
日本としては非常な大事件であったので、これの済むまでは、文学移入などのことも、あまり頭になかった」（柳田
泉「西洋文学の移入」）ということだが、翌十一年から十二年あたりになると、西洋文学に対する違和感もうすれ、
国
文
学
や
漢
文
学
と
同
じ
よ
う
に
、
文
学
と
し
て
日
本
人
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
の
教
科
書
は
、
東
京
大
学
〔明治十年に名称変更〕において明治十二年まで用いられた形跡がある。しかし同十三年以後もそれが引き続き使用
されたといった記録はない。けれども明治十年代の初頭に、ついにボーの刊本（イングラム編「ボー選集」四巻）が
わが国に輸入され、当時の東京大学の学生らに読まれるに至り、さらに新聞（『東京日々新聞』明治ｕ・５．〃付）
（（ｏ） 
にボーのエピソード（「詩人金を借る策」）が初めて紹介された。また明治十年代は翻訳の全盛をしめした時期でＪもあ
り
、
新
刊
書
の
大
半
が
そ
れ
で
占
め
ら
れ
た
。
リ
ッ
ト
ン
、
ス
コ
ッ
ト
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
ヴ
ェ
ル
ヌ
、
デ
ュ
マ
、
シ
ル
レ
ル
、
プ
ー
（英米両作家編二冊から成る）の「アメリカ作家編」（一八七二年刊）には、ボーの略伝と「大鴉」の詩が載っている。
明治九年当時、東京開成学校で用いたアンダーウッドの教材（「イギリス作家編」？）は、おそらくポケット型の訳
注本（未見）であろう。じっさいの教育において、このテキストをどのように用いたのか判然としないが、原書のほ
うと並行して使用したものか。「アメリカ作家編」は、この年の「開成学校一覧」に記載されていないが、ほぼ「イ
ギリス作家編」と同時にわが国に入ったものと考えたい。「アメリカ作家編」はその頃テキストとして用いられなく
ても、一部の好学の士の目にふれたと考えられるし、ボーの略伝や「大鴉」なども精読とまではゆかなくとも拾い読
て
も
、
一
部
の
好
学
の
士
の
目
挿
み
程
度
な
さ
れ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
1４ 
点描 ボーの日本伝来考
（７） 
第一期の啓蒙時代（明治元年’一八、九年ごろ）に次いで第一一期の新文学発生時代（明治一八、九年Ｉ同一一七、八
年ごろ）を迎える。この時期は開化期における欧化主義と西洋の文物の摂取吸収が一応一段落し、その反動として新
（８） 
せ
つ
れ
い
たに国粋尊重の風潮がおこ胴リ、一一一宅雪嶺・井上円了・杉浦重剛ら政教社の人々によって雑誌「日本人」（明治ｎ．４）
が創刊きれ、西欧帝国主義や藩閥官僚らを攻撃し、一方徳富蘇峰の民友社は雑誌「国友之友」（明治加・２）を創刊し、
欧米流の平民主義をスローガンに青年層の政治・社会思想を指導し、インテリの人気を博した。他方、江戸文学の復
古や東洋美術なども再認識され、明治の新文学の誕生を示す坪内道遙の「一一一端当世書生気質」（明治嘔・６～四・１）
がベストセラーとなり、それに啓発されて一一葉亭囚迷が「浮雲」を著し、リアリズム文学の先駆けとなった。外国文
たのである。この時期、」
ン
ト
ン
の
第
五
読
本
」
や
「
の数が徐々にふえて来た。
シキン、デフォ、ユーゴー、ゲーテ、ボッカチオ、ルソー、フェノロサ等の著述が翻訳された。
日本文学史の上から述べると、明治初年から十八、九年ごろまでは啓蒙時代と呼ばれ、ことに明治初期は、江戸文
か
な
が
き
ろ
ふ
ん
め
ぐ
ら
か
ぺ
学の系統をひく戯作文学（仮名垣魯文の「西洋道中膝栗毛」「安愚楽鍋」など）がまだ江湖の好評を博す一方で文明
開花の風潮が勢いをまし、福沢諭吉によって西洋の諸制度および文物が紹介され、ここにおいて英米の自由思想や功
ち
よ
う
み
ん
利主義思想が移入きれ、次いで中江兆民や新島裏らによってフランスの自由平等思想やキリスト教主義的な啓蒙活
動がざかんであった。明治十年代になると、自由民権運動が活発化するのと相俟って政治小説の隆盛をみた。が、そ
の他演劇・和歌・俳譜にしてもみるべき作品は少ないようだ。ともあれ日本の近代文学は、まったく外国文学との絶
縁の中で発達してきたものではなく、その底辺においてたえず接触を重ね、受容と反発をくり返しながら成長してき
リ
ー
ダ
－
たのである。この時期、まだボーの翻訳は現われず、ボーの「大鴉」を収録しているアメリカの英巍叩読本（「スウィ
ントンの第五読本」や「バーンズのニュー・ナショナル第五読本』）などが全国の学校で用いられ、ボーを知るもの
1５ 
学の紹介について述べると、相変らずそれは盛んであり、スコット、ゲーテ、シェイクスピア、ヴェルヌ、リットン、
デュマ、ポッカチオ、プーシキン、バニヤン、トルストイ、ツルゲーネフ、セルバンテス、シルレル、グリム、ポァ
コベ、ガポリオ、ラム、エインワース、ディケンズ、ホフマン、ドーデ、ユーゴ、バルザック、モリエール、ロチな
どが訳され、一部単行本として世に問われ、あるいは諸雑誌に発表きれた。とくに明治二十年代は、ボーの作品の紙
（誌）上紹介という点から重要である。英語が読める文学者によるボーの短篇の翻訳が現れるようになったからである。
まずその口火を切ったのは、小説家・劇評家として令名の高かった饗庭篁村である。別号を「竹の屋主人」とも称し
た篁村は、外国語を得意としなかったが、友人から口訳をしてもらい「読売新聞」に縮訳したボーの翻案小説「黒猫」
（明治卯．ｎ．３／、・９）、「ルーモルグの人殺し」（明治印．、．ｕ／ｍ・鋼／皿・辺、「めがね」（明治ｎ．１．
と
り
と
め
か
う
３～別まで十五回連載）など一二篇連載した。次いで評論家・小説家の内田魯庵が「黒猫」の本邦初の正訳を「鳥留好
『）
語」（明治妬・９）に収録し、次いで翻訳王の異名がある森田思軒が「秘密書類」（「盗まれた手紙」）を「名家談叢」
（明治羽・１．型に発表したのにつづいて、「間一髪」（「窯と振子」）を「太陽」（明治羽・２）にのせ、のち単行本
「袖珍小説第二編間一髪思軒居士訳」（博文館、明治釦．１．５）として世に問うた。翻訳とは別に短いなが
らも初めて邦文によってボー伝や「大鴉」の訳が、訳注本・米国文学史・議義録等において姿をみせたのも明治二十
年代である。
伊藤内閣が成立し（明治
れた（明治粥．、）。そ（
をうけた（明治詔・４）。
この間、政治的な主な出来事としては華族令が制定され（明治Ⅳ・７）、秩父事件がおこり（明治Ⅳ．辺、第一次
藤内閣が成立し（明治昭・里、やがて大日本帝国憲法の発布をみ（明治配．ｌ）、ついで第一回帝国会議が開催さ
た〈明治粥．、）。その後大津事件（明治弱・５）と日清戦争がおこり、後者は戦争終結後の講和を経て三国干渉
1６ 
点描 ボーの日本伝来考
政
治
的
な
出
来
事
と
し
て
は
、
旧
幕
時
代
か
ら
の
宿
敵
で
あ
っ
た
治
外
法
権
の
撤
廃
に
成
功
し
（
明
治
、
・
６
）
、
第
二
次
松
方
内
閣
の成立をみ（明治羽・９）、やがて北清事変がおこり、日本は出兵する（明治調・６）。日英同盟を締結し数年を経ず
して日露戦争が勃発し（明治師・２）、ポーッマス条約の調印によって平和が訪れる。
ボーの世界文学上の位置と人と芸術の特徴が、はじめて東大の文学の講義においてエリートに伝えられたのは明治
二十年代後半から三十年代にかけてである。それを説き明かした人はラフカディオ・ハーン（小泉八雲）である。ハ
ーンはあまりボーを真正面から論じたりはせず、多くは他の作家や文学上の思潮や英文学に及ぼせる外国文学の影響
等の点に関連して講じるのだが、きれぎれにせよ教場で多角的にボーに言及したのはハーンが最初である。かれがた
びたびボーにふれたのは、この作家の内に自分にあるようなロマンティックな気質や妖美性に対する偏愛を認めたか
ら
で
あ
る
。
ハ
ー
ン
の
ボ
ー
文
献
（
富
山
大
学
図
書
館
蔵
）
が
示
す
よ
う
に
、
ボ
ー
は
か
れ
に
と
っ
て
好
き
な
作
家
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
った。ほ配
れている。
次いで第三期の浪漫主義時代〈明治一一七、八－三七、八年ごろ）が到来する。この時期、従来の伝統的規範や風俗
と
う
こ
ぐ
に
反
抗
し
、
何
物
に
も
拘
束
さ
れ
ぬ
新
し
い
自
我
に
目
覚
め
、
西
欧
的
文
化
の
洗
礼
と
教
養
を
身
に
つ
け
た
青
年
文
学
者
（
北
村
透
谷
、
島崎藤村）などが輩出し、さらに与謝野鉄幹、同晶子夫妻らは雑誌「明星」を主宰し、ローマン主義を発現し、泉鏡
ち
よ
ぎ
ゆ
う
花は神秘と虚構の美に富んだ特自の文学を創造し、ニーチェの哲学、日蓮の人と精神に深く傾倒した吉向山樗牛は詩的、
ロ
ー
マ
ン
主
義
的
色
彩
の
濃
い
評
論
活
動
を
展
開
し
た
。
外
国
文
学
の
翻
訳
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
さ
れ
た
作
家
に
加
え
て
、
新
た
に
バ
ー
ネ
ッ
ト
、
ブ
ロ
ン
テ
、
ス
テ
ィ
ブ
ン
ソ
ン
、
ボ
ー
、
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
、
ゴ
ル
キ
ー
、
チェホフ、レルモントフ、コルネイユ、ゾラ、モーパッサン、ドーデ、イプセンなどの作品の多くが文芸雑誌等に載
った。ほぼこの間に雑誌「文学界」（明治邪・１）や「太陽」『少年世界」『文芸倶楽部」〈明治躯・１）などが創刊ざ
1７ 
ことは疑いなく、その作品を愛読してやまなかった。
ま
た
こ
の
時
期
、
文
芸
雑
誌
の
中
に
は
ボ
ー
の
名
に
言
及
し
た
り
、
ボ
ー
小
伝
・
小
詩
・
評
論
・
短
編
な
ど
を
掲
載
す
る
も
の
も
現
れ
ヨ
ネ
・
ロ
グ
チ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ざ
ら
に
野
口
米
次
郎
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
ボ
ー
詩
集
に
開
眼
さ
れ
、
詩
の
世
界
に
分
け
入
り
、
や
が
て
ボ
ーまがいの詩作を試みて、劉窃の疑いをかけられる者が現れた。
さ
い
ご
に
来
る
の
が
第
四
期
の
自
然
主
義
時
代
（
明
治
三
七
、
八
～
四
五
年
ご
ろ
）
で
あ
る
。
自
然
主
義
は
十
九
世
紀
後
半
に
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
を
中
心
と
し
て
起
こ
り
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
、
ド
ー
デ
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
ら
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
文
芸
思
潮
で
、
人生や社会のありのままの姿を直視し、たとえ醜悪なものでも目をそむけず、現実をそのまま描こうとするもので、
わが国へは明治後期に伝わった。日本にこの思潮が伝わり、一時期流行をみたのには、いくつかの社会的条件が理由
として考えられる。この時期、日本の資本主義は大いに躍進をとげ、産業界は重工業時代に入ったときでもあるが、
そ
れ
に
伴
っ
て
労
資
間
の
対
立
が
激
化
し
た
。
と
く
に
日
露
戦
争
（
明
治
師
Ｉ
翌
の
勝
利
を
契
機
と
し
て
資
本
主
義
経
済
の
矛
盾
や
貧
富の格差、不況と生活不安などから社会意識にいっそう目覚め、現実に迫ろうとする機運が生じた。その先駆けとな
って「破戒」（明治調・３）を著したのが島崎藤村であり、その他田山花袋・国木田独歩・岩野泡鴫・徳田秋声・正
宗白鳥・島村抱月らがそのような行き方をえらんだ。
この時期の外国文学の移植では、新たにメーテルリンク、ビョルソン、キイランド、ガルシン、レオパルディ、ダ
ヌンチオ、コナン・ドイル、マーク・トウェイン、キプリング、アーヴィング、ゴールド・スミス、シェリダン、ハ
ー
デ
ィ
、
ス
ウ
ィ
ス
ト
、
イ
エ
ー
ッ
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
ン
ド
ン
、
ハ
イ
ゼ
、
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
、
シ
ュ
ニ
ッ
ッ
ラ
ー
、
リ
ル
ケ
、
ハ
プ
トマン、トマス・マン、アンドレフ、メレジュコフスキー、アナトール・フランス、レニエ、ゴンクールなどの作品
が紹介され、それらは主に文芸雑誌等に掲載された。
1８ 
点描 ボーの日本伝来考
明
治
三
十
年
代
か
ら
明
治
末
年
に
か
け
て
、
わ
が
国
の
文
学
者
の
中
か
ら
ボ
ー
紹
介
に
か
か
わ
る
者
が
大
勢
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
毎
年のようにかれらはボーの人と作品について、評論や翻訳の筆をとり、文芸雑誌にきかんに発表した。得能文が書い
た
「
薄
倖
詩
人
ボ
ー
」
今
無
尽
燈
」
明
治
皿
・
１
）
を
皮
切
り
に
、
畠
山
古
瓶
・
厨
川
白
村
・
武
田
桜
桃
・
野
口
米
次
郎
・
相
馬
御
風
・
西
村
渚
山
・
中
里
介
山
・
岩
野
抱
鳴
・
夏
目
漱
石
・
上
田
敏
・
高
田
早
苗
・
浅
野
和
三
郎
・
生
田
長
江
・
平
田
禿
木
・
塩
谷
栄
・
片
上
天
弦・島本巷楽などがおもにボー論（評論）により、一方長田秋瀞・山県五十雄・上村佐川・厨川白村・片上天弦・花
山
生
・
畑
荷
香
・
西
村
酵
夢
・
本
間
久
四
郎
・
深
沢
由
次
郎
・
森
鴎
外
ら
は
、
ボ
ー
の
短
篇
と
詩
の
翻
訳
を
文
芸
雑
誌
等
に
発
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
鬼
才
の
伝
播
に
大
い
に
一
役
か
つ
た
。
明治期、西洋文学の紹介に貢献した主な雑誌は、「帝国文学」「国民之友』「新小説」「文章世界」「太陽」『学燈」
「早稲田文学」「文芸倶楽部」「教育雑誌」「女学雑誌」などであり、新聞では「郵便報知」「朝野新聞」「報知新聞」
「読売新聞」などを挙げることができる。ことにボーの紹介に寄与した雑誌としては、「庚寅新誌」「国民之友」「青山
評論」「同志社文学」「早稲田文学」『英文学研究」「英語青年」「文芸倶楽部」「太陽」『帝国文学』『文章世界」「新古
文林」「日本及日本人」「文庫」「智徳会雑誌」等を挙げることができ、また新聞では「東京日々新聞』「読売新聞』な
どがある。明治文学史上、ボーが翻訳されたのは、主として明治二十年代からであるが、かれが断続的にせよたびた
政
治
上
の
出
来
事
と
し
て
、
ポ
ー
ッ
マ
ス
条
約
に
不
満
を
も
つ
民
衆
が
、
日
比
谷
焼
打
ち
事
件
（
明
治
銘
・
＆
を
お
こ
し
、
翌
年
第
一次西園寺内閣が成立し、ざらに南満州鉄道株式会社の設立をみる。ついで第二次桂内閣の成立（明治虹・７）、伊
藤博文のハルビンにおける暗殺事件（明治姥・辺、幸徳秋水ら社会主義者の弾圧（大逆事件、明治娼・６）などが
おこり、やがて日韓併合が行なわれた。さらに関税自主権をようやく完全に回復し、特別高等警察〔特高〕が設置ざ
お
こ
り
、
や
が
て
日
韓
れた（明治“・５）。
１９ 
〈一丸ご》）
｛『凡里（）
大正期（明治妬．７１１大正嘔．、）は、日本史上、自由主義的な文化がいちばん開花した時期とｊｂいえる。第一次
世
界
大
戦
二
九
一
四
’
一
八
）
に
勝
利
を
収
め
た
結
果
、
日
本
は
い
っ
そ
う
資
本
主
義
国
家
と
し
て
躍
進
を
遂
げ
、
国
際
的
地
位
も
向
上
し
た
。
政
治
的
に
は
旧
来
の
薩
長
閥
の
勢
力
も
衰
え
た
こ
と
も
あ
り
、
藩
閥
官
僚
政
治
を
脱
皮
し
、
政
党
政
治
時
代
に
入
っ
て
い
っ
た
。
やがていわゆる「大正デモクラシー」の風潮が社会全体に広まってきた。国民生活についていえば、明治期から漸次
つ
づ
い
た
西
洋
風
な
生
活
様
式
が
い
ち
だ
ん
と
加
速
さ
れ
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
が
普
及
し
、
洋
服
・
洋
髪
・
洋
食
な
ど
が
更
に
一
般化し、大衆娯楽として新たにラジオや映画（活動写真）などが関心を引いた。文学の潮流としては、明治三、四十
年代から大正初期にかけて、自然主義はその殿高潮に達したわけであるが、とくに明治末頃よりそれに対する反動と
して、森鴎外や夏目漱石のような非自然主義作家の活躍が目立つようになってきた。
またさまざまな文芸思潮と流派が現れるようになったのも大正時代の一つの特徴である。耽美派・白樺派・新思潮
派・新感覚派・プロレタリア派と呼ばれる文学者たちの活躍が顕著になったばかりか、大衆・児童文学の方面での進
出も注目をあびた。一方、大正期の外国文学の移植と受容についていえば、この時代も明治期に劣らず翻訳活動は盛
んであったが、いちばん影響力があったのは、ロシア文学の翻訳紹介であり、とりわけトルストイ、ドストエフスキ
ー
を
は
じ
め
二
十
世
紀
初
頭
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
が
移
植
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
人
生
と
社
会
に
関
す
る
積
極
的
関
心
を
呼
び
起
し
た
と
さ
れ
（９） 
ろ。フランス文学では、象徴派や同時代の詩人たちの作ロ叩が盛んに翻訳され、イギリス文学ではシェイクスピア（坪
入ってからである。
ぴ
訳
さ
れ
た
の
は
、
時
代
の
嗜
好
や
傾
向
、
何
よ
り
も
紹
介
者
の
好
み
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
ボ
ー
の
作
品
が
も
つ
特
異
性
や
紹
介
す
る
の
に
手
頃
な
長
苫
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
ボ
ー
の
作
品
が
翻
訳
紹
介
さ
れ
る
の
と
相
俟
っ
て
批
評
が
行
なわれるようになったことも事実だが、まだ本格的な翻訳の開始には程遠かった。ボー翻訳が緒につくのは大正期に
2０ 
点描 ボーの日本伝来考
内）、ワイルド（本間）、コンラッド（日高）などが、さらにアメリカ文学では、ホィットマンの詩（「草の葉」その他）
さ
い
か
が有島武郎・白鳥省五口・富田砕花らによって訳され、民衆詩派の人々に感化を与えた。大正時代全般の社会的風潮と
して、自由主義や個人主義的気分がみなぎっていたせいか、何よりも第一次世界大戦後の民主的傾向の強い市民社会
に強い刺戟となるような斬新な文学を紹介しようといった意図から出たものか、ボーの作品がしきりに翻訳紹介きれ
た。明治期、ボーの作品が訳されても単行本で上梓きれるといった場合はまれであったが、大正期に入ってようやく
単独での刊行をみるのである。このことはこの時期のいちじるしい特徴として挙げることができる。
「リヂイア」（建文社、大正十五年〔一九二六〕六月、葉河憲吉訳）
「アッシャ家の没落」（建文社、大正十四年〔一九二五〕九月、幡谷正雄訳）
「黒猫」〈建文社、大正十四年〔一九二五〕三月、浜林生之助訳）
「ボー傑作集」（南郊社、大正十四年〔一九二五〕五月、勝田孝興訳）
「鋸山奇談」（アルス、大正十一年〔一九二二］七月、戸川秋骨訳）
認姉黄金虫」
１
－
 
（訳注文）
〈散文）
「赤き死の仮面」（泰平館書店、大正二年〔一九一三〕七月、谷崎精二訳）
「かぶと虫・渦巻・没落」（北文館、大正二年〔一九一三〕五月、岡田実麿訳）
「桁円形の肖像」（越山堂、大正八年〔一九一九〕十二月、布施延雄訳）
「外国妖怪小説集」（日日雌瞥店、大正十三年〔一九二四〕五月、南馬源郎訳）
「赤き死の仮面」（金剛社、大正十三年ロ九二四〕九月、平野威馬雄訳）
「酬岫黄金虫」（博文館、大正十四年〔一九二五〕一月、吉田阿耳訳）
2１ 
大正時代のボーの翻訳紹介といっても明治期のそれの延長線上にあり、とくに目新しいものは無く、概ね同じよう
な傾向がみられる。明治期のボーについていえば、人と作品についての断片的な紹介の域を出ず、多くは英語の教科
轡やボー著作集に添えてある簡単な伝記的スケッチの類いを利用して香いた印象を与えるもので、ボーその人に肉迫
した研究はまだ生まれていない。けれど大正期に入ると、ようやく文学者・英文学者らによってボーへの接近も徐々
に本格化し、学問的になってくる。こういった機運が醸成された裏にあるのは、従来の単なる翻訳紹介に飽き足らぬ
ものを感じ、ボーを研究対象として取り組んでみようといった自覚に目覚めたからであろう。しかし、ボーの取り上
げ方や研究法に、わずかながら日本人としての創意が見られつつも、内容的には未だボーの人と作品に深く悟入する
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
大正期、まず学問的にボー研究に迫ったのは、吉江喬松の長編論文「エドガア・アラン・ボオ」（「近代詩識話」所
収、大正４．１）と岩野泡鳴の「米国に於ける悪魔主義の発酵」（「悪魔主義の思想と文芸」所収、大正４．２）であ
る。この両者とほぼ同時期に、羽田鋭治も「アランポーと其中毒文学」（「近代文豪の肉体的研究」所収、大正４．３）
において、ボーのアルコール中毒と作品との関係にメスを入れた長編論文を発表した。次いで主なところでは、白鳥
省吾、塩谷栄、高安月郊、辻潤、日夏欣之介、野口米次郎、小酒井不木、木村毅、谷崎精二などもそれぞれユニーク
なボー論を展開している。が、いずれも雑誌等に発表したもので、単行本として結実したものではない。しかし、小
「ボオ詩集」（越山堂、大正十一年〔一九二二〕十二月、着月田武次訳）
「ボオ全詩集」（衆英閣、大正十二年〔一九二三〕七月、佐藤一英訳）
「ボオ全詩集」（紅玉堂書店、大正十五年〔’九二六〕四月、伊藤喬信訳）
（詩集）
2２ 
点描 ボーの日本伝来琴
冊子ながらボー入門書に近い「ボオ評伝」（第一書房、大正胆・３）を読轡界に提供したのは野口米次郎である。す
なわち、同書こそある意味でわが国における学究的なボー研究書の第一号といえる。
ボー受容史の上で、明治末から大正期のもう一つの特徴は、それまでの一方的な移入移植・紹介の域を脱して、消
化吸収の段階に入ったことである。すなわちまったく異質の外国文学の内容を意識的、無意識的に吸収同化し、新た
な文学作品を創造する試みがなされるようになったことである。換言すれば、ボーの波動がはっきり現われ、感化や
影響をうけた文学者（作家）が姿をみせるようになったことである。まず明治二十年代にドイツでの留学体験を経て、
文学界に入り、小説・翻訳・評論の分野で浪慢主義運動を展開し、その指導的地位にあった森鴎外は、「うずしほ」
「十三時」「病院横町の殺人犯」等をドイツ語訳から重訳することからボーの世界に入ってゆき、「雁」（「スバル」に
明治必．９１大正元．ｕまで連救）における登場人物（語り手の「私」と岡田）の日常の習慣と趣向、「窓の女」〃お
玉〃の旦那末造の観察眼に富む人物設定、主人公のひとり石原の推理過程の例証法など、ボーの「モルグ街の殺人事
件」にみられる道具立てを巧みに生かした。これらはボーから案じついたものと考えて差しつけえなかろう。その他
ボーの系譜に連なる文学者に、岡本綺堂、泉鏡花、岩野泡鳴などがいる。岩野泡鳴の「三界独白」と「ときはの泉」
にボーの「大鴉」が波動し、北原白秋の「青い霧」にはボー的雰囲気が揺曳している。明治末の日本文壇に耽美主義
マゾヒニズム
・悪魔主義を標傍して登場した谷崎潤一郎は、のちに古典への回帰や女性美・女性豊不拝・被虐症などを主要な一ナーマ
としたが、「刺青」（明治鍋。、）にボーの「ベレニス」と「リジイア」が、「金色の死」（大正３．里に「ウィリア
ム・ウィルソン」「アルンハィムの地所」「ランダーの小屋」等が影を落とし、「魔術師」（大正６．１）には「アッシ
ャー家の崩壊」の雰囲気が漂い、「白昼鬼語」（大正７．５１７）においては、「黄金虫」に出てくるような暗号を意路
識的に使用している。谷崎の初期の文学作品はボーの影瀞裡に書かれたものが多く、かれはボーから作品の構想、猟
（、）
奇
的
妖
美
趣
味
、
文
章
美
な
ど
を
学
ん
だ
よ
う
だ
。
叫
近
代
人
の
孤
独
や
ニ
ヒ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
思
想
感
情
を
病
的
な
感
覚
を
も
っ
て
謡
っ
た
と
さ
れ
る
萩
原
朔
太
郎
は
、
早
く
か
ら
ボ
ー
に
親灸し、「鶏」（大正⑫・１）と「猫の死骸１口・と呼べる女に」「沼沢地方－ご旨と呼べる女」等において、「大鴉」
リ
フ
レ
ー
ン
の「またあらじ」の反復句の効果、ボー的な気分や象徴や心象風景を用い、とくに後者の作ロ叩において、「ウラリュ
ーム」から得たモチーフや技法を生かした。大正期の詩人中、難解な詩語と幽玄神秘を偏愛したことで知られた日夏
欣之介の「青年美童」や「訪問」に、「大鴉」の心象風景が転写されている。谷崎と同じように耽美派に連なる文学
者に佐藤春夫がいる。佐藤は気質、体質的にボーと似たものを感じ、その作品を愛読したが、「指紋」（大正７．７）
に「アッシャー家の崩壊」や「黒猫」が、「青白い熱情」（大正８．１）に「アナベル・リー」の感化が著しく、「西
班牙犬の家」（大正６．１）に至っては「ランダーの小屋」ばかりか、ゲーテの「ファースト」（第一部）の影響が濃
厚に現われている。一方、第四次「新思潮」（大正５、創刊）で文学界にデビューした新現実派の芥川龍之介になると、
ボ
ー
の
創
作
の
哲
学
か
ら
入
り
、
漸
次
作
品
に
迫
っ
て
ゆ
き
、
創
作
の
骨
法
を
自
作
に
応
用
し
よ
う
と
考
え
、
意
欲
的
に
ボ
ー
の
著
作
を
愛読し、「尾生の信」（大正９．１）においては、ボーの「大鴉」に出てくる反復句（「またあらじ」）の効果を意識的
に応用した。新感覚派の中河与一もボーに親しみ、「肉親の賦」（大正咀・１）の中で「勝利者の虫」の詩節を意図的
に引き、さらに「赤い薔薇」（大正、・６）に、「赤死病の仮面」と「アッシャー家の崩壊」が投影されている。大仏
次
郎
が
初
め
て
発
表
し
た
時
代
物
「
隼
の
源
次
」
（
大
正
皿
・
３
）
に
登
場
す
る
村
田
数
馬
と
源
次
の
人
物
描
写
は
、
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィルソン」から暗じついたものである。
日本を代表する探偵小説家・江戸川乱歩（平井太郎）は、そのペンネームが如実に物語っているように和製エドガ
ー・アラン・ボーである。乱歩は早稲田の学生時分にボーを発見したことが契機となり、その後探偵作家の道を歩む
ボーの日本伝来考点描 ようになるのだが、デヴュー作となった「二銭銅貨」（大正ｎ．４）に「黄金虫」「モルグ街の殺人事件」「盗まれた
手紙」の影響が認められる外、「踊る一寸法師」（大正巧・１）の着想に「ぴょんぴょん蛙」が波動している。大正期
の文学者たちに与えたボーの影響をひとわたり目を通すと、以上の通りである。
二九一一六）
二
九
四
五
）
昭和期のボー受容を論じるにあたって、便宜上、それを昭和元年から同一一十年までを第一期（昭和前期）とし、太
平洋戦争終結後の昭和二十年から昭和六十四年までを第二期（昭和後期）として二分することにする。第一次世界大
戦後の世界各国を襲ったのは大不況であり、高度資本主義国家を標傍する日本もその例外ではなかった。大戦後の不
況にあえぐ日本経済に追い討ちをかけたのは、大正十二（一九二三）年九月に発生した関東大震災である。その混乱
のさなかに、多くの朝鮮人・労働者・社会主義者たちが虐殺きれた。資本主義体制下での矛盾が生んだ社会主義・労
働運動は、大震災後の弾圧や共産党の一時的解党などの影響を受けて右派の台頭を生み、やがて左派との軋礫を醸成
した。ことに大正十二年の大震災が日本の社会全体に与えた衝繋は大きく、大正十四（一九一一五）には護憲一一一派内閣
のもとで一応多年の懸案であった普通選挙法の成立をみたが、社会・労働運動を取締るために治安維持法が制定され
た。この弾圧法規の社会に与えた影郷は深刻であり、国民の言論・思想の自由はすっかり恋われてしまった。
一方、世界の強大国、先進資本主義国としての日本は、経済的不況・人口墹加などの行きづまりの解決策として、
目を満州や中国大陸に向け、対中強硬外交を推進し、昭和初年以後、帝国主義化はいちだんと加速され、政党政治は
終焉を迎え、代わって軍部の台頭をみる。やがて軍部による独裁体制は、満州事変〈昭和６）、第一次上海事変（昭
和７）、五・一五事件（昭和７）、国際連盟の脱退（昭和８）、二・一一六事件（昭和、）、日華事変（昭和、）、ノモン
ハン事件（昭和ｕ）、日独伊一一一国軍事同盟の締結（昭和巧）、太平洋戦争の開始（昭和略）とひたすら戦争へと傾斜しあ
て行き、ついに昭和二十年（一九四五）八月の敗戦といった破局を迎えるのである。
他方、社会史的観点からいえば、日本は大正から昭和期にかけて、〃大衆社会“の時代の到来をみたのである。資
本主義経済は、賃金労働者・事務職員を多量に生み、国民大衆は言論統制下にあって、カフェ・酒場・遊里・劇場に記
た
い
え
い
出入りし享楽にふけり、退嬰的になった。とくに大正末から昭和初期にかけて性愛やグロテスクなものが流行した。
知識人・文化人は、将来に対する漢とした不安や焦燥から、虚無的となり、中にはマルクス主義に走る者も出てきた。
マルクス主義は、労働組合運動だけにとどまらず、文学・芸術・思想・学問の分野にまで侵透したが、それに対する
官憲による弾圧は、容赦なく加えられ、プロレタリア運動に限らず民主主義的・自由主義的な思想や文化活動も封殺
された。天皇制国家主義にそぐわない一切の思想は、弾圧を受ける運命にあったのである。また出版文化の面では、
大正十五年に刊行された改造社の「現代日本文学全集」（全侭巻）、俗にいう〃円本“二冊一円均一）が昭和初期を
ピークに爆発的に売れ、その余波は各社の出版物にまで及び円本合戦が始まった。
次に昭和前期（戦前まで）の文学界の形勢をみると、大正十年代から昭和十年ごろまでプロレタリア文学（「革命
の文学」をめざす）の全盛期であり、その他新感覚派（横光利一、川端康成）、新興芸術派（井伏鱒二、梶井基次郎、
堀辰男）などが生れた。昭和前期のボーに関する刊行物について述べると、明治・大正期と比べて飛躍的に伸び、枚
挙にいとまがない。まずボーの訳業から眺めると、大正期と比較にならぬほど多くの単行本（訳本）が出ている。
（散文）
「エドガー・ボー」（日向新しき村出版部、昭和二年〔一九二七〕五月、小林秀雄訳）
「ダル博士とフエザァ教授の治療法」（爾来轡院、昭和二年二九二七〕九月、龍膳寺昊訳）
「ボー、ホフマン集」（改造社、昭和四年〔’九二九〕四月、江戸川乱歩訳）
点描 ボーの日本伝来考
「プローズ・テーー
「近眼鏡篇」「黄今
（詩集及び詩論）
「黄金虫講義」（髄文社、昭和三年〔一九二八〕七月、葉河懸吉訳）
「
プ
ロ
ー
ズ
テ
ー
ル
ス
」
（
東
邦
香
院
、
昭
和
四
年
〔
一
九
二
九
〕
一
月
、
百
瀬
甫
訳
）
「ボー短篇集」（研究社、昭和四年〔’九二九〕一月、大橋栄三訳）
「ボー短篇集」（英文学社、昭和四年□九二九〕七月、深沢由次郎訳）
「プローズ・テールズ」（春陽堂、昭和七年〔’九三二〕五月、山本供平訳）
「近眼鏡篇」「黄金虫篇」（外語研究社、昭和九年〔一九三四〕六月、深沢由次郎訳）
「大嶋」霊
「鋸山奇談」
「狂纐院」〈
（訳注本）
「エドガァ・ボオ集」（博文館、昭和四年〔一九二九〕十二月、平林初之輔訳）
「ボオ小説全集」（全５巻、第一瞥房、昭和六年〔’九三一〕～同八年〔一九三三〕七月、
「ゴルドン・ビム物語」（春陽堂、昭和八年〔一九三三〕三月、岩田寿訳）
重職ｌ他六篇」一濡波響店昭和九年〔一九三四〕三月、藤村豊・沢田卓繭共訳）
「アッシャア家の没落」（新潮社、昭和九年〔一九三四〕十月、谷崎精二訳）
「詩の原理」（研究社、昭和十年〔一九三五〕二月、村上不二雄訳）
「詩の原理」〈椎の木社、昭和十年〔一九三五〕二月、阿部保訳）
「大脇」（野田瞥房、昭和十年〔一九三五〕三月、日叉欣之介訳）
「ユウレカ」（山本啓店、昭和十年〔一九三五〕五月、西村孝次訳）
「ユウレカ」芝書店、昭和十年〔一九三五〕八月、牧野信一・小川和夫共訳）
「マルジナリア」（芝瞥店、昭和十年〔一九三五〕十一月、吉田健一訳）
「大嶋」（光昭館書店、昭和十一年〔一九三六〕三月、日夏欣之介訳）
「鋸山奇談」（山本瞥店、昭和十一年〔一九三七〕八月、戸川秋骨訳）
「狂纐院」（山本瞥店、昭和十一年〔一九三七〕九月、内藤吐天訳）
佐々木面次郎訳）
2７ 
昭
和
前
期
は
、
以
上
述
べ
た
単
行
本
に
加
え
て
語
学
雑
誌
・
文
芸
誌
な
ど
に
も
、
数
多
の
訳
業
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い。特筆すべきは、関東大震災の社会に〃大衆文学”（時代小説、家庭小説、ユーモア小説、探偵小説等）の時代が
す
そ
の
訪
れ
、
文
学
は
従
来
の
文
学
愛
好
者
、
文
学
的
教
養
人
と
い
っ
た
限
ら
れ
た
読
者
層
か
ら
、
さ
ら
に
広
汎
な
読
者
層
に
ま
で
裾
野
が
広
が
ってきたことである。各種の新聞・通俗雑誌は大衆向けの文学作品を連載し、それが大いに受けた。探偵物も流行し、
こ
と
に
大
正
十
年
代
か
ら
昭
和
十
年
代
に
か
け
て
、
「
新
青
年
」
は
毎
年
の
よ
う
に
ボ
ー
の
短
筋
の
翻
訳
（
多
く
は
自
由
訳
）
や
ボ
ー
論
・探偵作家論などを紋せたが、それまで特定の読者しか持たなかったボーは、この『新青年」を媒体として一般大衆
次
に
昭
和
前
期
の
邦
人
に
よ
る
ボ
ー
研
究
に
つ
い
て
瞥
見
し
て
み
た
い
。
昭
和
期
に
入
る
と
、
ボ
ー
の
名
は
か
な
り
侵
透
し
て
き
た
せ
い
か
、
文
学
者
・
英
文
学
者
な
ど
の
手
に
よ
り
、
各
人
各
様
の
ス
タ
イ
ル
で
数
多
の
論
著
・
評
論
・
エ
ッ
セ
イ
風
記
事
な
ど
が
現
出
す
る
。
ボ
ー
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
捉
え
方
の
一
般
的
傾
向
に
つ
い
て
要
約
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
が
、
昭
和
初
期
に
お
い
て
は
、
短
篇
小
説
と
い
っ
た
文
学
形
式
を
確
立
し
た
ボ
ー
、
恐
怖
の
作
者
ボ
ー
、
短
篇
作
家
・
詩
人
と
し
て
の
ボ
ー
と
そ
の
技
巧
、
ボ
ー
と
他
の
文
学
者
の
関
連
性
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
、
昭
和
十
年
代
に
入
る
頃
よ
り
、
ボ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
文
学
と
の
連
関
を
追
求
し
た
比
較
文
学
的
論
考
が現われ、さらに病理学的に見たボー像などが描かれるが、大正期の研究と比べて、テーマ・方法論のどれ一つとっ
て
も
、
大
き
な
違
い
は
な
い
よ
う
だ
。
要
す
る
に
、
ボ
ー
は
一
層
多
角
的
に
眺
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
特
筆
す
べ
き
ボーの長編論文としては、島田謹二の「ポウ短篇集」二英語英文学講座」所収、昭和９．７）、「ポゥとポゥドレェル
レ
ベ
ル
ま
で
侵
透
し
て
行
っ
た
。
「エドガー・アラン・ボオ訳詩集」（興文社、昭和十一年〔’九三六〕十一月、杉本長英訳）
「ボオ詩論集」（岩波書店、昭和十五年〔一九四○〕十一月、益田道三訳）
2８ 
点描 ボーの日本伝来考
戦後、日本の政治体制ばかりか国民生活は大きな変革を遂げ、明治期以来の軍国主義国家にかわって民主主義的な
文化国家として再出発することになった。戦後の日本を特徴づけているのは風俗の急速なアメリカ化である。アメリ
カ文学の翻訳紹介もアメリカニズムと無縁ではなく、｜股受けするような現代作家の小説などが逸早く翻訳されてい胡
る。ボーのように古典的な文学作品ですら、時流に乗るかのように、昭和二十年代をピークに盛んに訳された。が、
－比較文学史的研究」（「台北帝大文学科研究年報」所収、昭和ｎ．９）、日夏欣之介の「エドガァ・アラン・ボオ年譜」
「ボオ伝覚書」「ボオの青春時代」「大鴉縁起孜」「大嶋余説」「洛陽之酒徒ボオ」言英吉利浪曼象徴詩風」の山、所収、
昭和巧．、～嘔・２）などがある。またボーの純然たる研究書（単行本）はまだ生まれないが、ボーの入門書的な本
に益田道三箸「エドガア・アラン・ボー」（弘文堂書房、昭和焔・９）がある。
昭和もこの時期になると、語学的精度も加わって、ボーの人と芸術についての全体像がかなり正確に把握されるに
至った印象をうける。が、研究の素材となっているものは欧米の学者の仕事であり、日夏の研究に日本人としての独
創性が若干みとめられるものの、多くは祖述を基礎とし、そこに自分の意見を差しはさんだものでなかろうか。
泥沼化した日中戦争の打開策として日本は、南進策を採ったが、それが英米との激しい対立を招いた。ことに第三
次近衛内閣が成立した昭和十六二九四一）年七月、日本箙が南部仏印（仏領南部インドシナ）へ進駐を開始した時
点で、アメリカの態度はいっそう硬化し、在米日本人資産の凍結と石油の対日輸出禁止をもって応じ、英蘭二国もこ
れに同調したので、時の東条内閣はついに開戦に踏み切った。太平洋（大東亜）戦争の開始である。しかし、日本は
緒戦においてこそ勝利を得たが、ミッドウェー海戦で惨敗したのを機に、サィパン・硫黄島・沖縄を次々と失ない、
やがては原爆投下とソ連の参戦により昭和二十（一九四五）年八月、ポツダム宣言を受諾し、ここに太平洋戦争は終
了した。
三十年代の高度成長期に入るとやや下火になる。第二次世界大戦後、はや半世紀ちかく仁なるが、この間の主なる訳
釦
業（単行本）について述べてみよう。
（散文）
「盗まれた手紙」（明朗社、昭和二十一年〔一九四六〕十一月、川越蒐訳）
「早過ぎた埋葬」（創文社、昭和二十二年〔一九四七〕四月、谷崎精二訳）
「黄金虫」（大虚堂書房、昭和二十二年二九四七〕八月、蕗沢忠技訳）
「黒猫」（美和書房、昭和二十二年〔’九四七〕十月、岸本彰訳）
「妖精の島」（蒼樹社、昭和二十二年二九四七〕十月、谷崎精二訳）
「ボオ傑作集」（大泉書店、昭和二十二年〔一九四七〕十月、谷崎精一一訳）
「
ボ
オ
選
集
」
（
実
業
之
日
本
社
、
昭
和
二
十
三
年
ロ
九
四
八
〕
五
月
、
中
野
好
夫
監
修
）
「赤い死の舞踏会」（若草瞥房、昭和二十三年〔一九四八〕六月、吉田健一訳）
「エドガァ・ボー」（ポードレールのボー論、角川書店、昭和二十三年二九四八〕七月、小林秀雄・佐藤正彰共訳）
「楡まれた手紙」（昭和出版社、昭和二十三年〔一九四八〕九月、佐々木直次郎訳）
「黒猫」（銀曜社、昭和二十三年〔一九四八〕九月、黒田義輝訳）
「病院横町の殺人犯」（角川書店、昭和二十四年□九四九〕｜月、森鴎外訳）
「アッシャー家の崩壊」（青磁社、昭和二十四年〔一九四九〕三月、松村達雄訳）
「
わ
れ
発
見
せ
り
ｌ
ユ
ウ
レ
ヵ
ー
」
（
創
元
社
、
昭
和
二
十
四
年
〔
一
九
四
九
〕
十
月
、
西
村
孝
次
訳
）
「ボオ物語集」〈横浜厳松堂、昭和二十四年二九四九〕十一月、金勝久訳）
「ボオ」（「世界文学全集」河出書房、昭和二十五年〔’九五○〕二月、中野好夫他訳）
「
ボ
ー
短
篇
集
」
（
広
文
堂
、
昭
和
二
十
五
年
二
九
五
○
〕
九
月
、
田
中
準
訳
）
点描 ボーの日本伝来考
士川義之他訳）
「ボオのＳＦ１」（講談社、昭和五十四年二九七九〕七月、八木敏男訳）
「盗まれた手紙」（図書刊行会、平成元年〔’九八九〕三月、富士川義之訳）
「ホーソンボー」（「新装世界の文学セレクション詔」中央公論社、平成六年［一九九四］三月、工藤昭雄他訳）
「ボー作ｌ短篇蕊」百羊警林、昭和二十六年〔一九五一〕三凡閥西英米文学研究会訳）
「黒猫・黄金虫」（新潮社、昭和二十六年〔一九五二人月、佐々木直次郎訳）
「黒猫」（岩波書店、昭和二十八年〔一九五三〕五月、中野好夫訳）
「黒猫・黄金虫他・白鯨」（「世界文学全集」河出書房、昭和三十一年〔一九五六〕｜月、中野好夫他訳）
「ボオ、ポオドレーと（「世界文学大系調」筑摩書房、昭和三十四年〔’九五九〕七月、阿部知二他訳）
「ボー代表作選集」（三巻、鏡捕書房、昭和三十五年〔’九六○〕八月～三十六〔一九六一〕一月、刈田元司他訳）
「鉾エドガア・アラン・ボオ小説全集」（五巻、春秋社、昭和三十七年〔’九六二〕五月Ｉ、谷崎精二訳）
「ボオ全集」（三巻、東京創元新社、昭和三十八年〔一九六一一一〕八月～十二月、阿部知一一他訳）
「ボオ短篇集」（八潮出版社、昭和三十九年二九六四〕八月、田桐大澄訳）
「黒猫・黄金虫」（旺文社、昭和四十一年〔一九六六〕五月、刈田元司訳）
「黒猫・黄金虫」（新学社、昭和四十三年〔一九六八〕十月、佐々木直次郎訳）
「アッシャー館の崩壊・黒猫」（「世界文学肥」集英社、昭和四十五年二九七○〕七月、吉田建一他訳）
「ホーソン・ボー」（「新築世界の文学７」中央公論社、昭和四十六年〔’九七二七月、丸谷才一他訳）
「黄金虫・黒猫・アッシャー家の崩壊」（講談社、昭和四十六年〔一九七二八月、八木敏男訳）
「ボー名作集」（中央公論社、昭和四十八年〔一九七三〕八月、丸谷才一訳）
「ボオ小説全集」西巻、東京創元社、昭和四十九年〔一九七四〕六月～九月、阿部知二他訳）
「ボオ／ホーゾンー黄金虫・黒徽／緋文学」（「世界文学全集醜」講談社昭和四十九年〔’九七四〕九凡八木敏男他訳）
「ボーアヅシャー家の崩壊メルヴィルタィピー」（「世界文学全集皿」集英社、昭和五十一年〔’九七六〕二月、富
3１ 
明治・大正期に、欧米で刊行きれた研究書が邦訳されることは絶えてなかったが、昭和四十年代からぼつぼつ現れ
るようになった。左記に掲げるものがそれである。
「ボオ秀詞」（洗心瞥林、昭和二十二年〔一九四七〕十月、日夏欣之介訳〉
「エドガァ・ボオ詩集」（酬燈社、昭和二十五年〔一九五○〕五月、島田護二訳）
「ボオ詩集」（創元社、昭和二十五年〔一九五○〕五月、日夏耽之介訳）
「ボー詩集」（新潮社、昭和三十一年〔一九五六〕十一月、阿部保訳）
「ボオ詩集」（弥生轡房、昭和四十二年〔一九六七〕七月、阿部保訳）
「州打ヅトマン詩集」（「世界詩人全集６」新潮社、昭和四十三年〔一九六八〕十二月、人沢康夫訳）
「大鵬」（薔薇十字社、昭和四十八年〔一九七三〕三月、日夏耽之介訳）
「詩の原理」（弥生瞥房、昭和六十三年〔一九八八〕八月、阿部保訳）
「ボオ詩集／サロメ」（講談社、平成七年ご九九五〕二月、日夏耽之介訳）
「
対
訳
ボ
ー
黒
坐
（詩集及び詩論）
（訳注本）
「應司冨国一月【、具藪他三篇」（南雲堂、昭和二十八年〔’九五三〕｜月、菊池武一訳）
「霞弓冨国一胃云Ｃ菖葛他三篇」（研究社、昭和二十八年〔’九五三〕二月、大橋栄三訳）
「ボー傑作選集」（南雲堂、昭和二十八年〔一九五三〕九月、林原耕三・山内義雄共訳）
「裏切る心臓」（泰文堂、昭和三十二年〔一九五七〕九月、藤田美広他訳）
「黄金虫・黒猫」（金星堂、昭和三十七年〔一九六二〕六月、池田義一郎訳）
「Ｅ・Ａ・ボー作品集」（北星堂、昭和四十四年〔一九六九〕九月、郡山・菊池共訳）
「モルグ街の殺人」（評論社、昭和四十九年□九七四］七月、消水良雄訳）
「
対
訳
ボ
ー
黒
猫
・
リ
ジ
ア
。
盗
ま
れ
た
手
紙
」
（
昭
和
五
十
年
三
九
七
五
］
十
月
、
菊
池
武
一
訳
）
3２ 
点描 ボーの日本伝来考
ま
た
ボ
ー
の
物
語
を
や
さ
し
く
轡
き
改
め
て
少
年
少
女
向
き
に
紹
介
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
戦
後
間
も
な
い
頃
の
現
象
で
あ
る
。
そ
の多くは、いわば翻案とでも呼べるものだが、主なる作品を次に掲げてみよう。
「月へ昇った男」（真光社、昭和二十三年〔’九四八〕八月、八木仁平訳）
「渦巻」（広文堂、昭和二十四年ロ九四九〕五月、田中準訳）
「黄金虫」（光文社、昭和二十四年〔一九四九〕六月、江戸川乱歩署）
「こがれ虫」（三十替房、昭和二十六年〔一九五一〕二月、光吉夏弥箸）
「
月
世
界
旅
行
」
（
小
峰
瞥
房
、
昭
和
二
十
六
年
二
九
五
二
四
月
、
谷
崎
糖
二
訳
）
「怪奇と詩怖」（ジープ社、昭和二十六年〔一九五一〕六月、著者不詳）
「黄金虫」（識談社、昭和三十五年〔一九六○〕十一月、江戸川乱歩訳）
「名探偵シャーロックⅡホームズ／黄金虫・黒ねこ」〈学習研究社、勉山龍樹訳）
「アッシャー家の没落」（岩崎書店、昭和五十年〔’九七五〕一月、久米元一訳）
「黄金虫・黒ねこ」（春陽堂書店、昭和五十二年〔’九七七〕八月、亀山龍樹訳）
「黒猫」（偕成社、昭和五十二年〔一九七七〕？月、大林清箸）
「エドガーポー怪奇・探偵小説集仙②」（偕成社、昭和六十年〔一九八五〕三月、谷崎精二訳）
「エドガー・アラン・ボー研究」（関西大学出版部、昭和四十三年〔一九六五〕十二月、松本政治訳）
「ボーとフランス」（審美社、昭和五十年二九七五〕四月、中村融訳）
「ボオとポードレーと（北星堂書店、昭和五十年〔一九七五〕十一月、松山明生訳）
「
夢
み
る
人
ｌ
エ
ド
ガ
！
ア
ラ
ン
・
ボ
ー
の
生
涯
」
｛
牧
神
社
、
昭
和
五
十
三
年
〔
一
九
七
八
〕
六
几
三
上
紀
史
訳
｝
「篝げ口心臆ＩＥ・ボオの生涯と作品」（東京創元社昭和五十六年〔’九八一〕十二月、八木敏雄訳）
3３ 
次
に
戦
後
か
ら
平
成
の
現
在
ま
で
の
ボ
ー
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
述
べ
て
み
た
い
。
太
平
洋
戦
争
終
結
後
の
社
会
の
混
乱期、生き抜くのが精一杯であった日本人にボー研究に没頭できるだけの精神的余裕などは無かった。が、終戦の翌鋤
（昭和二十一）年から翻訳活動と相俟ってボー研究が盛んとなり、雑誌に小論（評論）が発表されるようになる。こ
とに昭和三十年代以後は、象牙の塔におけるアカデミックな研究が一般化し、その成果は逐次「紀要」や英文学の騨
門
誌
な
ど
に
発
表
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
今
、
数
多
の
研
究
に
つ
い
て
論
じ
る
だ
け
の
紙
幅
は
な
い
が
、
目
ぼ
し
い
も
の
だ
け
を
取り上げることにする。戦後程なくして現われた一一一宅鴻（英語学者、現在法政大学教授）の「勺○の“弓迂の三口呂巨の。〔
二の幻巴ロ８号の文体論的考察」（「時事英語研究」昭和泌・５）は、専門とする英語学の知識を援用しながら「赤死
病
の
仮
面
」
を
徹
底
解
剖
し
た
も
の
で
、
他
の
追
随
を
許
き
い
、
き
わ
め
て
独
創
的
な
好
論
文
で
あ
る
。
島
田
謹
二
（
当
時
、
第
一
高
等
学
校
教
授
）
の
単
行
本
「
ボ
ー
と
ポ
ー
ド
レ
ー
ル
」
（
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ー
社
、
昭
和
羽
・
７
）
は
、
誤
ま
り
も
少
な
か
ら
ず
見
う
け
られるが、この種のテーマで邦人が書いたものの中で最良のものであろう。戦前、台湾で教鞭をとった島田は、台北
帝大の紀要および諸雑誌にボー論を発表したが、上梓するにあたって、それらに手を加え一冊にまとめたものが本轡
である。この種の研究に手を染めた邦人は、島田の論著が現われる以前に何人かいたが、いずれも英米の研究家の仕
事
に
依
る
も
の
で
、
皮
相
的
で
あ
り
、
簡
単
な
紹
介
（
小
論
）
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
島
田
は
、
そ
う
し
た
英
語
し
か
読
め
ぬ
学者とは異なり、仏語をよくし、フランス人のボー研究を踏まえ、ボーとポードレールの文学的交流の軌跡をたどり、
ポードレールの反応・訳業・影響などについて究めようとした。が、この研究は、対象が外国のものであり、自国文
学
を
取
り
扱
っ
た
と
き
に
感
じ
る
内
的
共
感
や
迫
力
に
乏
し
く
、
大
局
を
つ
か
ん
だ
点
は
よ
い
と
し
て
も
、
著
者
み
ず
か
ら
が
認
め
る
よ
う
に
〃
敗
戦
記
録
”
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
これに続くボー研究の単行本は、精神科医野村章憧の「アラン求オー繍神病璽解劉の立場から」（福村瞥店
点描 ボーの日本伝来考
昭和型・２）である。野村は、同書においてボーの生涯を説き、次いで各作品を精神医学の面から分析した。昭和二
十四年二九四九）は、ボー没後百年に当たるところから、「英語研究」（研究社、昭和型・皿）は「ボー特集号」を
刊行し、中野好夫・斎藤勇ら第一線の英文学者九名が、個個のテーマで小論を寄稿し、ボーの人と作品の特徴を明ら
かにした。さらに十年後の昭和三十四（一九五九）年は、ボー生誕百五十年に当たり、「英語青年」（研究社、昭和型
・５）は三ドガー・アラン・ボー特集」を組み、荒正人・斎藤光ら四人の英文学者が小論を寄せたが、十年前の「ボ
ー特集号」（「英語研究」昭和型・辺のような敬蒙的内容を含むものではなく、あまり興味を惹かい。
昭和一一一十年代から、日本におけるボー研究は次第に隆盛に赴くのであるが、三十年代に単独の研究書が二冊出てい
る。その内のひとつは中村順一が英文で著した図恩『シ一一自宅Ｃの．⑫宛の一目・口印君屋室の箸向口喰一画目（「エドガー・アラ
ン・ボーとニューイングランドとの関係」北星堂書店、昭和犯・８）と、もう一つは一力秀雄（早大教授）の「評伝
エドガー・アラン・ボー「（広文堂瞥店、昭和弱．ｕ）である。前者は、主としてボーとニューイングランドの文学
者との関わりについて論じたもので、中村こそ英文でボーの研究書を上梓した邦人第一号である。後者は、いみじく
もタイトルが示しているようにボーの批評的伝記であるが、未完に終っている印象を与えるのが惜しまれる。昭和四
十年代に入ると、谷鱸精二一旱大摺祷教授）の『エドガ７ボオ－人と作品」一翼辻蛎和“血）、八木蕊一成
城
大
学
護
一
の
「
エ
ド
ガ
！
ア
ラ
ン
ポ
ォ
製
ｌ
蓬
と
創
造
」
薑
堂
昭
和
鯛
・
’
）
、
江
口
裕
子
｛
東
京
女
子
大
学
教
授）の「エドガァ・ボオ論考ｌｌ芥川龍之介とエドガァ・ポュ（創文社、昭和蝿．ｕ）、小山田義文の「エドガー・
ひ
ろ
⑪
き
ボ
ー
の
世
界
ｌ
詩
か
ら
宇
宙
へ
」
（
思
潮
社
、
昭
迩
巾
）
雫
井
啓
之
軍
大
護
｝
の
「
ラ
ン
ポ
オ
か
ら
サ
ル
ト
ル
ヘ
ー
フ
ラ
ンス象徴主義の問題」（清水弘文堂書房、昭和⑬・８）などが相次いで刊行きれた。大正期から翻訳を通じてボー紹弱
介に努めた谷崎のボーの研究歴はじっに長い。谷崎は同書において、マリ１．ボナパルト女史の論著「エドガー・ア
柄か誹制睦瀧鍬而楜瓢餓鯛箙鰄軒雛醐綱鰄洲岫聰側臥繩旭鮴遡鯛繩鋼
詩と詩論、天才と狂気、ボーと女性問題、ボーの霜晦趣味などについて論究し、江口はアメリカにおけるボー評価、
ボ
ー
と
そ
の
社
会
的
、
文
学
的
環
境
に
つ
い
て
論
じ
た
あ
と
、
ボ
ー
と
芥
川
の
連
関
関
係
に
つ
い
て
初
め
て
メ
ス
を
入
れ
た
。
そ
の
立
論
は
い
ず
れ
も
説
得
力
に
富
み
、
傾
聴
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
平
井
は
、
象
徴
主
義
の
鼻
祖
と
目
さ
れ
る
ボ
ー
の
想
像
力
、
ボ
ー
の
多
元
的
諸
相
、
ボ
ー
の
詩
篇
の
も
つ
愈
義
、
ボ
ー
の
狂
気
に
つ
い
て
考
察
し
、
新
解
釈
を
出
し
た
。
昭
和
四
十
年
代
の
一
特
徴
は
、
各
文
芸
雑
誌
が
「
ボ
ー
特
集
号
」
を
組
み
、
刊
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
季
刊
詩
誌
「
無
限
」
（
政
治
公
論
社
、
昭
和
“
・
３
）
の
「
特
集
エ
ド
ガ
ー
・
ボ
ー
」
に
お
い
て
、
島
田
謹
二
は
、
ボ
ー
の
生
涯
、
批
評
家
・
詩
人
・
物
語
作
家
と
し
て
の
ボ
ー
像
を
描
き
、
そ
の
他
九
名
の
新
進
気
鋭
の
学
者
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
ボ
ー
小
論
を
寄
せ
、
さ
ら
に
島
田
を
中
心
に
ボ
ー
談
義
｛
ボ
ーシンポジウム」）を開き、各種各様の問題を提起し、多年の漣蓄をおもいおもいに吐露した。「ユリィカ」（青土社、
昭和⑲・２）も「ボー特集号」を刊行し、十二名の著名な文学者・学者らが評論やエッセイなどを寄稿した。昭和五
十
年
代
に
入
る
と
、
「
文
章
読
本
ボ
ー
」
（
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
岡
・
４
）
は
、
戦
前
・
戦
後
に
現
わ
れ
た
著
名
な
文
学
者
の
ボ
ー
論や翻訳などをまとめて掲載した。次いで「カイエ」（冬樹社、昭和弘・９）は「特集・エドガー・アラン・ボー」
を刊行し、第一線で活躍する文学者・学者ら二十数名が、評論・エッセイ・翻訳（訳詩およびボー論）などを寄稿し
た
・
ポ
「
の
単
行
本
が
何
点
か
出
た
の
も
こ
の
時
期
の
こ
と
で
拙
醤
「
文
壇
の
異
端
者
ｌ
エ
ド
ガ
ｌ
ア
ラ
ン
ポ
ー
の
生
艤
」
一
ゆ
ま
に
て
出
随
順
和
訓
ｈ
）
に
つ
づ
い
て
、
水
田
宗
子
の
「
エ
ド
ガ
１
ア
ラ
ン
ポ
オ
の
世
界
ｌ
罪
と
夢
」
｛
廟
雲
堂
昭
和
あ
Ｂ
豹
Ｖ
６
）
．
松
山
噸
生
の
「
イ
ェ
ィ
ッ
と
ボ
オ
の
幽
玄
Ｉ
比
較
文
学
論
難
」
（
北
星
鴬
、
昭
和
”
．
，
）
、
小
川
和
夫
の
「
わ
が
エ
ド
ガ
点描 ボーの日本伝来考
了
ボ
オ
」
一
驚
竹
出
腿
昭
和
鑓
、
）
、
拙
書
「
異
常
葱
物
議
の
系
譜
ｌ
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ボ
ー
」
一
三
修
祉
昭
和
躯
ｈ
）
な
ど
の
刊
行
を
み
る
．
柵
瞥
「
文
鞠
の
異
端
者
ｌ
エ
ド
ガ
１
ア
ラ
ン
ポ
ー
の
生
涯
」
は
、
こ
れ
ま
で
わ
が
国
に
詳
綱
な
ボ
ー
伝
が
無かったことに鑑みて、欧米の学者が著わしたボー伝を下敷きにして描いたものである。水田はボーの怪奇的、幻想
的、空想的、科学的小説の中心思想（グロテスク）を形作っている淵源を、西洋文学の伝統の中に辿り、ボーの文芸
思
想
の
本
質
の
解
明
に
努
め
、
松
山
は
イ
ェ
イ
ッ
と
能
、
ボ
ー
と
日
本
の
近
代
詩
人
た
ち
と
の
連
関
関
係
を
究
め
よ
う
と
し
た
。
小
川
は
ボーの方法論から説き、Ｔ・Ｓ・エリオットのボー論批判に言及し、拙書「異常な物語の系塾平ｌｌフランスにおける
ボー」は、フランスにおけるボー受容史を欧米の研究書に依拠して辿ったものである。
昭
和
五
十
九
二
九
八
四
一
年
六
月
、
「
英
縞
墓
盃
は
祷
蝶
号
を
組
み
、
「
日
本
の
英
米
文
学
研
究
ｌ
現
状
と
蓬
を
テーマに、英米文学界の著名な学者二十六名の小論を褐戦したが、「ボー」の章では、福田立明が日本におけるボー
研究の岐近の動向と将来の課題について総括した。昭和六十年代から平成期におけるわが国のボー研究は、相変らず
盛況を呈しており、その成果は大学の紀要や各種の雑誌等に毎年発表されている。研究晋も相次いで刊行され、伊藤
認
子
は
「
ア
ル
ン
ハ
ィ
ム
ヘ
の
道
ｌ
エ
ド
ガ
ｌ
ア
ラ
ン
余
‐
の
文
学
一
一
棡
朧
瞥
店
剛
和
剛
巾
）
に
お
い
て
、
ボ
ー
と
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
詩
人
と
の
関
係
、
ボ
ー
と
都
市
・
庭
園
識
に
つ
い
て
論
究
し
、
内
田
市
五
郎
は
豆
ド
ガ
ー
．
Ａ
・
ポ
ウ
と
世
紀
末
の
イラストレーションー（岩崎美術社、昭和田．、）を世に問い、ボーの作品に付された挿絵を取り上げ、それに解説
を添えた。栃山美知子は「聖なるいかさま師ポウ」（あぽろん社、昭和田・３）において独特の作品論を展開し、
佐渡谷重信は久々の著書「ボーの冥界幻想」（国書刊行会、昭和的．、）の中で、ボーの短篇の心霊美学、「大鴉」に
おける幻魔の思想、ボーとフランス象徴派との関係、日本近代文学におけるボーの影響等について論及した。昭和六釘
十四（平成元）年は、昭和天皇の崩御の年でもあるが、辻本一郎はアメリカで入手した資料を取り入れて大部な「ポ
ォの短篇論研究」（風間書房・平成元・２）を世に問うた。佐渡谷はさらに「エドガー・アラン・ボー」（清水書院、
平成２．９）を刊行し、同書の中でボーの生涯・芸術・思想の全体像を描いた。また最新刊としては、高島清著「小銘
説家ポウ」（国書刊行会、平成７．３）がある。
次にボーとの関わりの中で、その作品の中にボーが影を落しているその他の昭和期の作家についてふれてみたい。
少年時代に早くも岡田実麿訳「かぶと虫・渦巻・没落頁北文館、大正２．５）を読んで深い感銘を受けた大岡昇平は、
その後さらにポードレールの仏訳でボーの作品に親しみ、欧米人の轡いた研究書にも目を通すようになった。「野火」
（創元社、昭和勿・２）や「俘廠記」（創元社、昭和幻・里に、ボーの「アーサー・ゴードン・ビムの冒険」と「罪
フ
ア
ル
ス
と振子」「黄金虫」等が揺曳し、埴谷雄高はボーの内にグロテスク趣味の共通資性をみとめ、笑劇を好んだ一二島由紀
夫の「卵」（「群像」昭和犯・５）は、「十三時」「ペスト王」「ボンボン」等に倣ったものである。また三島は、長編
小説「愛の渇き」（新潮社、昭和妬・６）において、いちばん人目につく所に物を隠して人の眼をごまかそうとする「盗
まれた手紙」の中のエピソードを意識的に用いた。
日本におけるボー移入百二十年の鳥臓図を描くと以上のようになるが、岐後に説くべきは、日本の近代文学史上、
ボーがいかなる位置を占め、またかれが明治・大正・昭和・平成の今日に至る約百二十年間にどのような受け取られ
方をしたか、いわば各時代のボー像についてである。今、ボー受容を大観すると、およそ次の五つの時期に区分でき
ようか。
二八七出〈〉
〔八八五）
第一期．…・・明治九年から明治十八年ごろまで（ボーの移入の初期段階）
一一八八と）
（
一
九
二
）
第二期：。…明治一一十年から明治四十五年ごろまで（翻訳紹介とボーへの一一口及、
評論の時期）
点描 ボーの日本伝来考
ボーが初めてわが国に移入きれ、日本人がこのアメリカの文学者の存在を知るに至った経緯を顧みると、ボー伝播
の橋渡し的な役割を演じたのは、ボー略伝とボーの代表的詩篇（「大鴉」）を収めた英語の教科書（アンダーウッドの
「アメリカ作家編』であり、ボーはまず英語や英米文学教育の一環として当時の知的選良（開成学校の学生）に読ま
れ、その存在が明るみになった。しかし、これは明治十年前後のことであり、その頃ボーはまだほとんど一般大衆に
知られていなかったといってよい。ちなみに当時の日本の人口は約三千八百万、現在の約四分の一である。明治二十
年代に饗庭篁村によってボーの短篇三篇（「黒猫」「ルーモルグの人殺し」「めがね」が、当時流行の自由翻案の形で
「読売新聞」に連戦され、ボーの宣伝に一役買ったが、これがどれほど読書界に原作者名の伝播に寄与したものか明
（、）
らかでない。明治十四年ごろの「読売新聞」の発行部数は、’万七千ほどであったというから、同二十年代のそれは
二万前後か、効果は至って小さかったと見ねばなるまい。その後、明治末に至る二十五年間に現われたボーの翻訳紹
介や評論等にしても、｜部の知識人や一般読者の目にふれたことはたしかだが、どの程度ボー理解とボーの名の普及
に役立ったものか確言できかねる。結論的にいえば、明治期のボーは、大学・専門学校・中学の知的選良や知識階級
には働きかけはしたが、｜般大衆にまでは侵透せず、等閑視きれていた。近代日本の誕生とともに世界各国の文学が鉛
的研究が進む）
二
九
一
五
）
（一九三六）
第一一一期……大正四年から大正十五年〔昭和元年〕ごろまで（翻訳紹介が活発化する中で、単独の訳本と学術論文が現われ
る。ボーの影響を受けた作家が現われる）
（一九一》（）
（一九二七）
第四期・・…・昭和元年から昭和十一年〔昭和前期〕ごろまで（訳本刊行の隆盛をみる。評論活動が盛んとなり、高度な学術
第五期……昭和一一十年から朧秘哩十年ごろまで（戦後の訳本刊行の一時的流行と学術的研究が本格化した時期）
二
九
四
五
）
（一九六五）
二
九
九
五
〉
第六期…・・・昭和四十年から現在まで（ボー研究の盛況と研究書刊行の時期）
わが国にどっと入り、翻訳紹介の洪水の中でボーは押し流され消えることなく、今日まで命脈を保って来た。が、明
治期におけるかれの存在は、この時代にわが国に移入されたヨーロッパ大陸の大物作家と比べても決して大きくはな釦
かつた。日本の近代文学は外国文学の摂取と歩調をあわせて発展してきた観があるが、ボーを日本近代文学といった
大きな流れの中で捉えようとする時、かれは翻訳文学の本流にはなれず、いわんや帰化することもなく、あくまで異
分子的な存在におわり、はぐれ者であったといった観がふかい。要するに、明治文学史上のボーは、まだ確固たる足
場を築かず、ヨーロッパ大陸から渡来した大作家の陰に隠れ、小さな存在でしかなかった。明治時代の一般的ボー像
は、うす気味悪い、怪異な、病的傾向を作風とする作家、薄幸の打情的幽愁詩人といったところか。この時代、小説
を
本
領
と
す
る
ボ
ー
の
実
像
は
、
ま
だ
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
大正期に入ると、杼情詩人としてのボーを捉える傾向がやや薄らぎ、関心の中心は小説家としてのボー像に一届近
づく。ボーの短篇小説の目ぼしいものが逐次、翻訳紹介きれてゆく中で、ボーを近代の悪魔主義、象徴主義の始祖と
する捉え方、病理学の側面からボーの内面にまで迫ろうとする動きが活発化する。その前駆を勤めたのは、吉江喬松、
岩野泡鳴、羽田鋭治、白鳥省吾、辻潤、野口米次郎、小酒井不木、谷崎精二ら一連の研究者である。大正文壇もボー
に
並
な
ら
ぬ
関
心
を
寄
せ
、
そ
の
中
か
ら
感
化
を
受
け
た
者
も
大
勢
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
時
代
に
な
る
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
毒されながらも稀に見る才能を発揮して怪奇小説・探偵小説の逸品を書いたボー像が一般化した観がある。昭和期に
入ると、ボーを知る者の数は飛躍的に伸び、短篇作家としてのボーの名声はほぼ定着し、外国作家のうちでも最も親
しまれる小説家の一人となる。加えて詩人・小説家・批評家としてのボーの全体像がほぼ把握され、ことに戦後にな
ると、その人と生涯と作品等がさらに説き明かされるに及んで、学問的な研究も深化し、研究対象も拡がり細分化す
る。以上がこの百二十年間のボー像の歴史的概観である。本稿はいささか無雑に書き連ねた観がなきにしもあらずだ
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が、いずれ世に問うべき「日本におけるボー」研究の中間報告として観ていただけると幸いである。読者の諒恕を希
、７。注（１）三日昌口・勺三一一一℃⑫坤図、貰少一一目で。、．『ワの二目『○一・口目すめ］Ｃ百Ｏ・ミヨ②８コ。。・・Ｏ三向緒Ｃ・勺三一弾（一色一一》三津皀呂・一五一二
（２）＆『胃向く８冒胞室の老い劇団囚一戸旨・『の．『冒己巳昌．⑫８［・ざ・』。。］・島田亘・Ｐ扇『、を参照。
（３）「の『冒己国璽一二の。⑫己の『ぬの『釦。。①二の目「『昔２面目己の烏一一旨『田Ｅ『の８三目『の⑦．Ｅす『昌ュのエロｓの［［ので四『】②．ＳＥ．ごｍ□・旨‐
⑭。である。今、入手がむずかしい同香は、東京大学教養学部の「教養学科図轡室」にゼロックスコピーを製本したものが
架蔵されている。しかし、バルダンスベルジェが前書を書く際に材料のすべてを公開した轡誌（臣ケーー・殖国己三のＱ一目臣のこの
の○句（盲目『『昌旨Ｐ巨己『昌１，房の一】、臣の．凄二⑫。］ｇ『》×＋駅］勺・ヨー、。）は、同図書室に見当らない。なお、バルダンスベルジ
ェの藩作を解題したものに「バルダンスベルジュ書誌」（「比較文学１１特輯バルダンスベルジェ研究研究」２所収）がある。
小伝については、島田謹一の「フェルナン八ルダンスペルジェの日本来遊」「日本における外圃文学ｌ比較文学研究
上巻」所収鯏刷新剛辻脇和剥・皿）と同機下巻の「フランスにおけるゲ「デー一九六一年のゲーテ生縫記念日の識繍」
が参考となる。博大精微な学織に雄づいて轡かれたバルダンスベルジュの著者は、どれも耐単に読める代物ではないが、
「自伝」〈ごロのく一のｇ『己三・シ日『＄三・（の⑫巳・■『いの『ご一『四一ｍ：『・ヨロニの□の。Ｃ［『佗忌ョ扇．［し。昌鮠ＤＣ目『二・毛画『一⑫．］程Ｐ弓弓」ご‐
電）は、この傑出した学者の生い立ちから徒弟・研究時代を知るうえで必読の文献である。バルダンスベルジェ（十七歳）
が、たまたま自宅の書棚にあったゲーテの廉価版の中に見い出した言葉、「よきヴァイオリン奏者になるよう練習に励げめ。
オーケストラの指揮者は、汝がしめるべき譜面台の席をにこやかに与えてくれるだろう。汝の身を機関とせよ。そして、人
が自らの意志で与えてくれる仕顎を実生活の中で待つがよい」（「自伝」四十頁）に打たれたかれは、これを天の啓示として
受けとめ、その後の人生の指針とした。ゲーテの教えは、不断の努力を旨とし、われわれの内にひそんでいる能力を開発せ
IＴ 
Ｏ 
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（４）弓員の『一目の②且Ｃｓの『勺・の曰、．ご蝕口・め［・三目。ｎ国］ご旨向い『ヨ。三園で１三句『・国Ｃ鼻Ｃ貝］馬『のこと。ボーが無署名で刊行
した私家版の同詩集は、刊行当時、世の注意を引かず、ましてや書評の対象にもならなかった。が、ボーの名声が高まるに
つれて、この処女作に対する関心が尚まり、コレクターが熱心に捜し求めるようになった。現在では天草本なみの稀槻本と
いっても過言ではない。しかし、この百数十年間に何度か姿をみせ、轡籍商の手でオークションにかけられ、博物館・大学
図徴館・コレクターに渡った。幻の詩集「タマレーンその他の詩」が初めて市中に姿をみせ、アメリカの商籍商によって大
典博物館に売却されたのは一八六○（万延元）年のことで、当時の売価はわずか一シリングであった。その後の十五年間、
大英博物館に収蔵きれたこの小冊子が現存する唯一のものと思われていた。が、一八七四（明治七）年ボストンの一瞥店の
店員が、近くの店のパンフレットを入れる箱の中から件の詩集をみつけ、十五セントで買った。一八九二（明治一一十五）年
かれはそれをオークションにかけ、一八五○ドル手に入れた。三年後の一八九五（明治二十八）年、バージニア州リッチモ
ンドで詩集が発見きれ、さらに一九一七（大正六）年さらにもう一冊姿をみせた。一九二五（大正十四）年まで、わずか四
冊が存在することがわかっていた。が、この年ヴィンセント・スターレットという者が、「サタディ・イブニング・ポスト」
紙に「お宅の屋根裏部厳に「タマレーンその他の詩」がありませんか？」といった記事を投稿した。この問合せ記事は直ち
に反瀞をよび、まずマサチューセッツ州ウスターに住むエイダ・ドッド夫人が、持っていると名乗りをあげ、次いでニュー
ハンプシャー州ナシュァやニュージャージー州リッジフィールド近郊に住む市民ら一一名が所持している、と連絡してきた。
結局、スターレットの記琳が出たことによって更に一一冊、計六冊の存在が確認されたのである。
その後の約二十五年間、詩集が発見されたといったニュースは聞かれなかったが、一九五四（昭和二十九）年にニューヨ
ークの書籍商が複製本を作った。しかし、この年の一一月二十九日マサチューセッツ州の某コレクターがニューハンプシャー
州の納屋の中から詩集を掘り出した。現在までのところ、十一冊発見され、うち九冊は公共機関に収蔵され、一冊はコレク
ターが所有し、もう一冊は行方不明である。最近、この珍本はニューヨークのサザビズのオークションにかけられた。この
ニュースを誠者に知らせてくれたのは、友人であった銀座の美術商中沢昭正氏（故人）である。氏は私がかねてよりボーに
たよ
◎◎ 才能の原基をしおれきすな。アマチュアの域を脱し、自己を完成せよ。要するに、きびしい自己鍛練と自己実現であっ
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（５）州輌趣鋳監修「文学五十年」（時事通信社、昭和加・９）、一一六頁。
（６）柳田泉「西洋文学の移入』（春秋社、昭和岨・７）、九一頁を参照。
これは当時早大教授であった柳田泉の発見によるものである。今のところ、ボーの名が紙上に現われた最初のものと考
えられる。柳田泉箸「西洋文学の移入」の一○七頁には、ただ「「東京日々新聞」（五月二十七日号）に、「詩人金を借る策」
として、アメリカの詩人、エドガー・アラン・ボーの逸話が見える」とあり、掲載記事は引用されていない。
（７）時代的区分および時期的な特色については、擬鉦諜「要説日本文学史」（社会思想社、昭和犯・３）その他を参照した。
（８）同右、’四九～一五○頁。
（９）荒正人「大正時代における外国文学の受け入れ」（「文学」一九六四ｕ、百一・麓所収、岩波香店）、六五頁。
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。
（Ⅱ）伊藤盤「日本文壇史１１開化期の人々」（識談社、平成６．ｍ）、一六八頁。
側心があることを知っており、サザビズの回報を郵送してくれた。それによると、一九八八（昭和六三）年七月七日新たに
、
、
、
、
、
、
発見された詩集（写真参照）は、サザビズのオークションにかけられた。推定値は一一、一一一十万ドルとある。誰が入札で藩と
レ
プ
リ
カ
したものか定かでないが、おそらく値段からみて公共機関が落札したものであろう。筆者は先年、アメリカ滞在中に複製本
を三十ドルで求めたが、版本の表紙はカーキ色、大ききは縦十八センチ、横十・八センチ、厚さ五ミリ、総ページ四十であ
る
。
4３ 
ボーの改葬に立ち会った寺男のジョ
ージ．Ｗ・スベンス
アラン・ボーの肖像写真エドガ
了Wi1i蕊iiii蕊
1998(昭和63)年７月７日，ニューヨ
ークのサザビズのオークションにか
けられた「タマレーンその他の詩」
アンダーウッドの教科轡（｢イギリ
ス文学便覧一アメリカ外家縄」
1872年刊）の扉，筆者収蔵
4４ 
点描ボーの日本伝来考
1…曲公
lMllI 
霧鰯繍 譲麟！
ボーのエピソード（「餓人:金を借ろ
鯛ｈｉ荷超＃L錫寸Ｉ東京'言)々新聞」 饗唾函村の縮iU（「ルーモルグの人稜し」を戦せた「焼売新聞」（明ｉｆｉ２０・１２．ｌ８付）
、笹ｷｰ･；’て：汕
灘鐸廊や野膵険
騨篭灘:蕊
蝋辮籠灘：
内田魯庵訳「黒猫」を収めた、13留好語」（1W治26年刊)，飛者収穫
4５ 
